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このたびは「リラサウナ」を
お買い上げいただきましてまことにありがとうございます。

この取扱説明書は「リラサウナ」を長くご愛用いただくために、
正しい使い方やお手入れ方法などを説明しています。

各　部　の　な　ま　え

●ご使用前によく読んで正しくお使いください。
●転居される場合、次に入居される方に、取扱説明書をお渡しください。
●システムバスルームの取扱説明書もあわせてお読みください。
●取扱説明書は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保管ください。

この図は各アイテム組みあわせの一例です。
プランごとに組みあわせが異なったり付属しない部品もあります。
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安全に関する
ご注意はご使用前に
必ずお読みください。

水栓やドアなど、
各部品の使い方や、
使用上のお願いなどを
説明しています。

お手入れの
心がけや、部品ごとの
お掃除方法などを
紹介しています。

使っていて
不具合を感じたときに
お読みください。
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安全上のご注意 ①

◎ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や家財の損害に結びつくものです。
　安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
◎お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保管してください。
◎表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の
表示で説明しています。

◎お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

必ずお守りください

このような図記号は、製品の取り扱いにおいて、その行為を禁止する図記号です。

このような図記号は、製品の取り扱いにおいて、指示に基づく行為を強制する図記号です。

絵表示 意　　　　　　　　　　　味

このような図記号は、製品の取り扱いにおいて、注意を喚起する図記号です。

この表示の欄は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重
傷を負うことが想定される危害の程度」を示しています。警告
この表示の欄は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定され
るか、または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」を示しています。注意

　●使い方を誤ると、思わぬ事故や故障
の原因になるおそれがあります。

組み込まれる機器（ヒーターなど）については、
それぞれの取り扱い説明書をよく確認し、
製品全体に表示されている事項を守る

　●火災・爆発のおそれがあります。

引火性の物やスプレー缶をサウナルーム内
に持ち込んだり、近くに置かない

警告

　●火災や機器の故障の
原因になるおそれが
あります。

サウナルーム内への可燃物（新聞・雑誌・タバコ
など）や電子機器（PC・携帯電話など）を持ち込まない

必ず行う

禁止

　●火災や機器の故障、爆発のおそれがあります。

送風機や、バッテリーを含む電気機器を持ち込まない

　●火災の原因となります。

サウナルームで洗濯物を干したり、ヒーター
をグリル代わりに使用するなど、サウナ
以外の目的で使用しない禁止

　●事故や故障の原因になるおそれがあります。 

機器に異常が感じられるときや、故障、破損
したら直ちに電源を切り、使用を中止する

警告

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

サウナルームは子供だけで使用しない
ペットを入室させない

禁止

禁止

禁止

温度センサーの位置を含む電気ヒーター、
その他器具部品の分解や改造、指定外部
品の使用をしない

　●感電、火災、ユニット部材の損傷、予期せぬ動作など、
事故につながるおそれがあります。

　●改造によって事故が発生した場合、改造を行った者
が法的責任を問われる可能性があります。

　●電気用品安全法により、PSEマークが無効になり
ます。

　●改造を行った製品は、保証対象外になります。

禁止

安全上のご注意 ②

警告

　●照明器具、カバーが落下してけがのおそれがあります。

照明器具、照明カバーにぶら下がったり
しない

禁止

ヒーターは必ず人がサウナルームの近くに
いる状態で運転する
その場を離れる際には、最低でも約30分
毎に異常の有無を確認するか、電源を切る

　●思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあります。

必ず行う

必ず行う
　●思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあります。
サウナストーン仕様：急速加熱・冷却に耐えうる
天然石（輝緑岩）

サウナストーンは必ずヒーターメーカーの
指定されたものを使用する

必ず行う
　●異なる種類、ワット(W)数のランプを使用すると、過
熱によりやけどや器具が変形、変色したり火災の原
因になります。

電球は必ず器具に表示してある種類、
ワット（W）数の適合ランプを使用する

　●火災の原因となります。

ヒーターの上に物を置かない
禁止

必ず行う

　●火災の原因となります。

サウナルーム使用前には毎回必ずタオル
などの可燃物がヒーターの上や周囲に
ない事を確かめる

必ず行う

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

傷の不完全治療時・高血圧の方・健康状
態に心配がある方などは、医師に相談し
健康状態に合わせて使用する

必ず行う
　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

不快感・めまい・眠気・脱水症状ほか、体
の異常などを感じた場合は使用を止める

　●やけどのおそれがあります。

照明器具は点灯中および消灯後しばらく
は高温になるため照明器具には手を触れ
ない接触禁止

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

発熱時・泥酔時・極度の疲労時・心臓疾
患・出血性疾患・妊娠中・体の不自由ほか、
医師に禁止されている方、健康上の問題
がある方は使用しない禁止

　●感電や故障、木部材の変形・変色の原因になります。

サウナルーム内ではロウリュ目的・排水
口のお手入れ以外で水を使用しない

禁止

　●感電や故障の原因になるおそれがあります。

ヒーターの電源コードなどを無理に引っ張らない
禁止

　●過熱して火災の原因
になるおそれがあり
ます。

照明器具や照明カバーにタオルなどを
掛けない

禁止

タオル
アクセサリー
を掛けない

　● 感電したり、電球が割れて
けがをするおそれがあります。

照明器具のカバーやグローブを外したり、
破損したまま使わない

禁止

グローブなし

必ず行う

　●感電ややけどの原因になるおそれが
あります。

サウナストーンを積み上げる際や、交換
の時には必ず電源が「切」の状態で、ヒー
ターが冷めてから行う

　●故障の原因となります。

ヒーターの側室部に水を絶対にかけない
禁止

水をかけない

ヒーター側室部
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ドアパッキン

外れ…

傷み…

すり切れ

安全上のご注意 ③

警告

　●やけどのおそれがあります。

ロウリュを行うと蒸気が発生するため、
火傷に注意する

高温注意

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

壁・天井への穴あけ、釘打ちなどは絶対にしない
禁止

必ず行う

　●故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュに使用する水は、家庭用上水道
水を使用する
井戸水・地下水・温泉水などは使用しない

　●目を傷めるおそれがあります。

照明点灯中の光源を直視しない
禁止

　●感電ややけどのおそれがあります。

ヒーター、照明器具のお手入れは電源を
切ってから、高温でないことを確認して
行う

感電注意

高温注意

　●水漏れのおそれが
ありますので、すぐ
に修理をご依頼くだ
さい。

床、壁、天井などの繋目部分にある目地や
コーキング、ドアパッキンを傷つけたり、
切ったり、取り外したりしない
また切れたり、浮いたまま使用しない禁止

　●傷みの原因になります。

サウナルームの高温になった壁や天井、
ドアに水をかけない

禁止

　●やけどのおそれがあります。

ヒーターの上に座ったり、足をのせたり
しない禁止

高温注意

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

サウナストーンが割れた状態で使用しない
禁止

　●ドアが外れ、けがをするおそれがあります。

ドアのハンドルや引き手にぶら下がったり、
無理な力をかけない

禁止

　●やけどのおそれがあります。

センサーカバーやヒーターガードを外して
使用しない
また、センサーカバーは使用中高温となる
ため触れない

禁止

高温注意

必ず行う

　●故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュはサウナストーンが十分にあた
たまってから行う（少量の水をかけ、蒸発
しないようであれば時間を置いてから行う）

必ず行う

　●やけどのおそれが
あります。

ロウリュする際の注ぐ水の量は、約50cc
が適量です
勢いよくかけず、跳ね返りに気を付け
ながら、少しずつゆっくりとかける

●空気循環が妨げられ、過加熱を引き起こすおそれ
があります。

サウナストーンを、ヒーターの側室上に
積み上げない

禁止

少しずつ
ゆっくりと

　●我慢して長時間入浴すると健康を損なうおそれがあります。

無理なサウナの入浴は避ける
注意

注意

安全上のご注意 ④

注意

　●水漏れのおそれがあります。

ドアのパッキンが切れたり、外れたまま
使用しない

禁止

　●ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

サウナルームドアのガラス部分に勢いよ
く水をかけない

禁止

　●変形や割れなどの破損、水漏れのおそれがあります。

サウナルームドアの下枠、接続枠を勢い
よく踏まない

禁止

　●破損部でけがをするおそれがあります。修理、交換
はお買い上げの販売店などに依頼してください。

壁やベンチ、ステップなどの木部材に割
れ、ササクレが発生した時は使用しない

禁止

　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチ上で足をのばしたとき、壁
を押さない

禁止

必ず行う 　●サウナルーム外へ熱が逃げ、家材などの傷み、ヒー
ターの故障につながります。

サウナルームの使用中はドアを必ず閉める

　●サウナルーム内へ水が入り、機器の故障につながり、
水漏れのおそれがあります。

ドアに勢いよく水をかけない
禁止

　●息苦しく感じたり、
ヒーターの故障に
つながります。

サウナルームのドア下にある吸排気口を
ふさがない

禁止

ふさがない

　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチの座面の上に立ったり、下
に潜り込まない

禁止

　●けがをするおそれがあります。

サウナルームドアはバスルームの水が侵
入しないよう段差ドアとなっている為、つ
まずき、転倒に注意する注意

禁止
　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチに勢いよく座ったり、座面の
端に座らない

ロングベンチ

禁止

　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチは1人用と2人用で耐荷重
が異なる
体重が100kgを超える人はロングベン
チ・ステップを使用しない（1人用ロング
ベンチ・ステップ耐荷重100kg，2人用ロ
ングベンチ耐荷重 1人100kg × 2人)

1人用ロングベンチ 2人用ロングベンチ
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水を使用する
井戸水・地下水・温泉水などは使用しない

　●目を傷めるおそれがあります。

照明点灯中の光源を直視しない
禁止

　●感電ややけどのおそれがあります。

ヒーター、照明器具のお手入れは電源を
切ってから、高温でないことを確認して
行う

感電注意

高温注意

　●水漏れのおそれが
ありますので、すぐ
に修理をご依頼くだ
さい。

床、壁、天井などの繋目部分にある目地や
コーキング、ドアパッキンを傷つけたり、
切ったり、取り外したりしない
また切れたり、浮いたまま使用しない禁止

　●傷みの原因になります。

サウナルームの高温になった壁や天井、
ドアに水をかけない

禁止

　●やけどのおそれがあります。

ヒーターの上に座ったり、足をのせたり
しない禁止

高温注意

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

サウナストーンが割れた状態で使用しない
禁止

　●ドアが外れ、けがをするおそれがあります。

ドアのハンドルや引き手にぶら下がったり、
無理な力をかけない

禁止

　●やけどのおそれがあります。

センサーカバーやヒーターガードを外して
使用しない
また、センサーカバーは使用中高温となる
ため触れない

禁止

高温注意

必ず行う

　●故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュはサウナストーンが十分にあた
たまってから行う（少量の水をかけ、蒸発
しないようであれば時間を置いてから行う）

必ず行う

　●やけどのおそれが
あります。

ロウリュする際の注ぐ水の量は、約50cc
が適量です
勢いよくかけず、跳ね返りに気を付け
ながら、少しずつゆっくりとかける

●空気循環が妨げられ、過加熱を引き起こすおそれ
があります。

サウナストーンを、ヒーターの側室上に
積み上げない

禁止

少しずつ
ゆっくりと

　●我慢して長時間入浴すると健康を損なうおそれがあります。

無理なサウナの入浴は避ける
注意

注意

安全上のご注意 ④

注意

　●水漏れのおそれがあります。

ドアのパッキンが切れたり、外れたまま
使用しない

禁止

　●ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

サウナルームドアのガラス部分に勢いよ
く水をかけない

禁止

　●変形や割れなどの破損、水漏れのおそれがあります。

サウナルームドアの下枠、接続枠を勢い
よく踏まない

禁止

　●破損部でけがをするおそれがあります。修理、交換
はお買い上げの販売店などに依頼してください。

壁やベンチ、ステップなどの木部材に割
れ、ササクレが発生した時は使用しない

禁止

　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチ上で足をのばしたとき、壁
を押さない

禁止

必ず行う 　●サウナルーム外へ熱が逃げ、家材などの傷み、ヒー
ターの故障につながります。

サウナルームの使用中はドアを必ず閉める

　●サウナルーム内へ水が入り、機器の故障につながり、
水漏れのおそれがあります。

ドアに勢いよく水をかけない
禁止

　●息苦しく感じたり、
ヒーターの故障に
つながります。

サウナルームのドア下にある吸排気口を
ふさがない

禁止

ふさがない

　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチの座面の上に立ったり、下
に潜り込まない

禁止

　●けがをするおそれがあります。

サウナルームドアはバスルームの水が侵
入しないよう段差ドアとなっている為、つ
まずき、転倒に注意する注意

禁止
　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチに勢いよく座ったり、座面の
端に座らない

ロングベンチ

禁止

　●事故や破損の原因になるおそれがあります。

ロングベンチは1人用と2人用で耐荷重
が異なる
体重が100kgを超える人はロングベン
チ・ステップを使用しない（1人用ロング
ベンチ・ステップ耐荷重100kg，2人用ロ
ングベンチ耐荷重 1人100kg × 2人)

1人用ロングベンチ 2人用ロングベンチ
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安全上のご注意 ⑤

注意

　●転倒してけがのおそれがあります。

靴下、スリッパなど滑りやすいものを
はいてステップに乗らない

禁止

　●やけどのおそれがあります。操作する際は側面を持
ってください。

砂時計のガラス面や表面、上下面は加熱
により熱くなるため触れない

禁止

高温注意

　●傷がつく場合があります。

サウナルーム内のお掃除（拭き掃除）は
強くこすらない

禁止

　●ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

砂時計に硬いものをぶつけたり、水を
かけない

禁止

　●やけどのおそれがあります。

温度計の表面は加熱により熱くなるため、
ヒーター運転中は触れない

接触禁止

高温注意

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

ステップをサウナルーム以外で使用しない
禁止

　●破損の原因につながります。

ステップを引きずったり、投げたりしない
禁止

　●表面に傷がつく原因になります。

サウナルーム内のお手入れに硬い素材の
スポンジやブラシ類を使用しない

禁止

必ず行う

　●やけどのおそれがあります。

サウナルームのお手入れは十分に冷めて
から行う

高温注意

　●変質・変色・変形のおそれがあります。お掃除は固く
絞った柔らかい布で水拭きしてください。

サウナルーム内の木部材のお掃除には
洗剤を使用しない

禁止

側面を持って
操作する

　●転倒してけがのおそれがあります。

ステップに飛び乗ったり、飛び降りたり
しない

禁止

ステップ

安全上のご注意 ⑥

注意

　●やけどのおそれがあります。

貴金属類（メガネ・ピアス・ネックレスなど）
を着用したままサウナルームへ入らない

禁止

禁止
　●破損してケガをしたり、周囲のコーキングが切れ、水
漏れの原因になります。

壁や天井、器具類に硬いものをぶつけた
り無理な力を加えない

　●やけどのおそれがあります。

ヒーターを運転中は操作部以外に触れない
接触禁止

必ず行う

　●誤った取り付けをすると、思わぬ事故や水漏れの原
因となるおそれがあります。

器具の位置を変えたり、新しく取り付け
るときは必ずお買い上げの販売店などに
相談する

　●高温による変形、レンズの曇り、やけどのおそれがあ
ります。 

サウナルーム使用時はメガネを外す
注意

　● 高温によるレンズの曇り、
乾燥による外れや目に貼り
つくおそれがあります。

サウナルーム使用時はコンタクトレンズ
を外す

注意

発汗により体から水分が失われるため、
サウナの使用後は十分に水分補給を行う

注意

必ず行う 　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

使用後はヒーターの電源を切る

　●やけどのおそれがあります。

サウナルーム使用中は石を含むヒーター
に触れない

接触禁止

　●ベンチや背もたれ部はタオルを敷いてのご使用を
推奨しています。

サウナルーム内の壁や天井、ドア本体、ガラス、
器具類は高温となるため直接触れない

接触禁止

高温注意

操作部

　●変質・変色・変形のおそれがあります。

照明器具のお掃除に洗剤は使用しない
禁止

　●ベンチからの転倒、落下のおそれがあります。踏み
台の下には敷物をするなどして、床を傷つけないよ
うにしてください。

照明のお手入れには、安定した踏み台を
使用すること
ベンチの上に立ってお手入れはしない禁止
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安全上のご注意 ⑤

注意

　●転倒してけがのおそれがあります。

靴下、スリッパなど滑りやすいものを
はいてステップに乗らない

禁止

　●やけどのおそれがあります。操作する際は側面を持
ってください。

砂時計のガラス面や表面、上下面は加熱
により熱くなるため触れない

禁止

高温注意

　●傷がつく場合があります。

サウナルーム内のお掃除（拭き掃除）は
強くこすらない

禁止

　●ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

砂時計に硬いものをぶつけたり、水を
かけない

禁止

　●やけどのおそれがあります。

温度計の表面は加熱により熱くなるため、
ヒーター運転中は触れない

接触禁止

高温注意

　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

ステップをサウナルーム以外で使用しない
禁止

　●破損の原因につながります。

ステップを引きずったり、投げたりしない
禁止

　●表面に傷がつく原因になります。

サウナルーム内のお手入れに硬い素材の
スポンジやブラシ類を使用しない

禁止

必ず行う

　●やけどのおそれがあります。

サウナルームのお手入れは十分に冷めて
から行う

高温注意

　●変質・変色・変形のおそれがあります。お掃除は固く
絞った柔らかい布で水拭きしてください。

サウナルーム内の木部材のお掃除には
洗剤を使用しない

禁止

側面を持って
操作する

　●転倒してけがのおそれがあります。

ステップに飛び乗ったり、飛び降りたり
しない

禁止

ステップ

安全上のご注意 ⑥

注意

　●やけどのおそれがあります。

貴金属類（メガネ・ピアス・ネックレスなど）
を着用したままサウナルームへ入らない

禁止

禁止
　●破損してケガをしたり、周囲のコーキングが切れ、水
漏れの原因になります。

壁や天井、器具類に硬いものをぶつけた
り無理な力を加えない

　●やけどのおそれがあります。

ヒーターを運転中は操作部以外に触れない
接触禁止

必ず行う

　●誤った取り付けをすると、思わぬ事故や水漏れの原
因となるおそれがあります。

器具の位置を変えたり、新しく取り付け
るときは必ずお買い上げの販売店などに
相談する

　●高温による変形、レンズの曇り、やけどのおそれがあ
ります。 

サウナルーム使用時はメガネを外す
注意

　● 高温によるレンズの曇り、
乾燥による外れや目に貼り
つくおそれがあります。

サウナルーム使用時はコンタクトレンズ
を外す

注意

発汗により体から水分が失われるため、
サウナの使用後は十分に水分補給を行う

注意

必ず行う 　●思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

使用後はヒーターの電源を切る

　●やけどのおそれがあります。

サウナルーム使用中は石を含むヒーター
に触れない

接触禁止

　●ベンチや背もたれ部はタオルを敷いてのご使用を
推奨しています。

サウナルーム内の壁や天井、ドア本体、ガラス、
器具類は高温となるため直接触れない

接触禁止

高温注意

操作部

　●変質・変色・変形のおそれがあります。

照明器具のお掃除に洗剤は使用しない
禁止

　●ベンチからの転倒、落下のおそれがあります。踏み
台の下には敷物をするなどして、床を傷つけないよ
うにしてください。

照明のお手入れには、安定した踏み台を
使用すること
ベンチの上に立ってお手入れはしない禁止
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安全上のご注意 ⑦

注意

　●転んでけがをするおそれがあります。

ステップの端に立たない
禁止

　●手や足を挟んでけがをするおそれがあります。

ドアを勢いよく開閉したり、無理な力を
加えたりしない

禁止

必ず行う

　●設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても内
部の劣化が進行しています。点検・交換せずに長時
間使い続けると、まれに発煙、発火、感電などに至る
おそれがあります。

設置して8～10年経過したヒーター照明
器具は、点検・交換をおすすめします
点検、交換はお買い上げの販売店などに
依頼してください

必ず行う

　●破損やけがのおそれがありますので、修理をご依頼
ください。そのままにしているとけがをしたり、元に
戻せなくなります。

ドアががたつく、うまく閉まらない、スム
ーズに開閉しないときに調整しても直ら
ない場合は使用をやめる

　●けがをするおそれがあります。

ドア開閉時は手や足の挟み込み等に注
意する

注意
　●アナログ式のため、表示に時間がかかり、体感温度
と異なる場合があります。

温度計の表示温度は多少のズレがある
注意

　●事故や破損、壁の傷の原因になるおそれがあります。

ステップを2人以上で使用しない

禁止

　●事故や破損、壁の傷の原因になるおそれがあります。

1人用ロングベンチを2人以上、2人用ロ
ングベンチを3人以上で使用しない

禁止

必ず行う
　●破損するおそれがあります。

ドア上部には、開度ストッパーが付けてい
るためストッパー位置より無理に開けない

無理に開けない

安全上のご注意 ⑧

注意

必ず行う

　●サウナルームの排水口には排水機能がありません。
死に水となり異臭の原因になります。

● 排水機能なしの場合
サウナルームの排水口に水が溜まって
いる時は、ふき取る

必ず行う
　●グローブ・カバーに埃などがたまると、熱がこもり、
変質・変形・割れのおそれがあります。

照明のグローブ・カバーは、定期的に清掃
する

必ず行う

　●洗剤を付着したままにすると、排水部分が損傷して
水漏れの原因になることがあります。

● 排水機能ありの場合
サウナルームの排水口に洗剤や、塩素系漂
白剤、配管洗浄剤などを流した場合は洗面
器で水を静かに流し、十分に洗い流す

　●高温蒸気や水の跳ねかえりでやけどのおそれがあ
ります。

ロウリュを行う時は、水を少しずつゆっく
りかける

注意

必ず行う

　●木部材のかび発生を抑制します。

サウナルーム使用後はサウナルームの
ドアを開放してバスルームもしくは脱衣
所の換気扇をONにして、サウナルー
ム内を換気する

必ず行う
　●グローブ・カバーを落とすと、足などをけがするお
それがあります。また、変形や割れなど、グローブ・
カバーが破損する原因となります。

照明のグローブ・カバーの取付け、取外し
は必ず両手でしっかり持ちながら行う

　●排水部分が損傷して、水漏れの原因になることがあ
ります。

● 排水機能ありの場合
サウナルームの排水口にシンナーなどの
溶剤を流さない禁止

　●感電や故障、木部材の変形、変色の原因になります。

お手入れの際は、サウナルームの排水口
以外に水をかけない
また、シャワーを使用しない禁止

しっかりと持つ

換気
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安全上のご注意 ⑦

注意

　●転んでけがをするおそれがあります。

ステップの端に立たない
禁止

　●手や足を挟んでけがをするおそれがあります。

ドアを勢いよく開閉したり、無理な力を
加えたりしない

禁止

必ず行う

　●設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても内
部の劣化が進行しています。点検・交換せずに長時
間使い続けると、まれに発煙、発火、感電などに至る
おそれがあります。

設置して8～10年経過したヒーター照明
器具は、点検・交換をおすすめします
点検、交換はお買い上げの販売店などに
依頼してください

必ず行う

　●破損やけがのおそれがありますので、修理をご依頼
ください。そのままにしているとけがをしたり、元に
戻せなくなります。

ドアががたつく、うまく閉まらない、スム
ーズに開閉しないときに調整しても直ら
ない場合は使用をやめる

　●けがをするおそれがあります。

ドア開閉時は手や足の挟み込み等に注
意する

注意
　●アナログ式のため、表示に時間がかかり、体感温度
と異なる場合があります。

温度計の表示温度は多少のズレがある
注意

　●事故や破損、壁の傷の原因になるおそれがあります。

ステップを2人以上で使用しない

禁止

　●事故や破損、壁の傷の原因になるおそれがあります。

1人用ロングベンチを2人以上、2人用ロ
ングベンチを3人以上で使用しない

禁止

必ず行う
　●破損するおそれがあります。

ドア上部には、開度ストッパーが付けてい
るためストッパー位置より無理に開けない

無理に開けない

安全上のご注意 ⑧

注意

必ず行う

　●サウナルームの排水口には排水機能がありません。
死に水となり異臭の原因になります。

● 排水機能なしの場合
サウナルームの排水口に水が溜まって
いる時は、ふき取る

必ず行う
　●グローブ・カバーに埃などがたまると、熱がこもり、
変質・変形・割れのおそれがあります。

照明のグローブ・カバーは、定期的に清掃
する

必ず行う

　●洗剤を付着したままにすると、排水部分が損傷して
水漏れの原因になることがあります。

● 排水機能ありの場合
サウナルームの排水口に洗剤や、塩素系漂
白剤、配管洗浄剤などを流した場合は洗面
器で水を静かに流し、十分に洗い流す

　●高温蒸気や水の跳ねかえりでやけどのおそれがあ
ります。

ロウリュを行う時は、水を少しずつゆっく
りかける

注意

必ず行う

　●木部材のかび発生を抑制します。

サウナルーム使用後はサウナルームの
ドアを開放してバスルームもしくは脱衣
所の換気扇をONにして、サウナルー
ム内を換気する

必ず行う
　●グローブ・カバーを落とすと、足などをけがするお
それがあります。また、変形や割れなど、グローブ・
カバーが破損する原因となります。

照明のグローブ・カバーの取付け、取外し
は必ず両手でしっかり持ちながら行う

　●排水部分が損傷して、水漏れの原因になることがあ
ります。

● 排水機能ありの場合
サウナルームの排水口にシンナーなどの
溶剤を流さない禁止

　●感電や故障、木部材の変形、変色の原因になります。

お手入れの際は、サウナルームの排水口
以外に水をかけない
また、シャワーを使用しない禁止

しっかりと持つ

換気
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フッ素配合特殊素材

FRP素材※洗い場の床を拡大した
　イメージ図です。

床を使う

床について
洗い場の床は排水効果が高く、またすべりにくい微細な
パターンとなっています。このパターンの性能を維持さ
せ、長く快適にご使用いただくためには、定期的なお手
入れが必要になります。

割り
込み

割り
込み Q.お手入れで取れない汚れは

ありますか？

A.さびがつくと取れなくなります。
ヘアピンやカミソリの刃などを床に置いたままにしないで
ください。もらいさびがつきます。

　●温クリンフロアは皮脂汚れが付きにくく、落としや
すくなるように配慮した商品ですが、汚れが付かな
い商品ではありません。必ず定期的にお手入れをお
願いします。

　●排水機能なしの場合

注意
サウナルームの排水口に水がたまって
いる場合は、ふき取る
サウナルームの排水口には排水機能がありま
せん。死に水となり異臭の原因になります。

床での排水について
サウナルームの床は、排水機能がついているものと
ついていないものでお手入れ方法が異なります。

　●排水機能ありの場合
サウナルームの排水管は、バスルームの排水トラップ
につながっています。

注意
●排水口にシンナーなどの溶剤を流さない
●60℃以上のお湯を流さない
●排水口に洗剤を流した場合は、洗面
器で水をゆっくりと静かに流す

　排水部分が損傷して、水漏れの原因に
なることがあります。

お願い

●排水口のヘアキャッチャーを取り外した状態
で使用しないでください。

　毛髪やごみなどの詰まりの原因となります。
●サウナルームの排水口は最低1週間に1回洗面
器1杯の水をゆっくりと静かに流してください

　排水管の臭気のぼりを防止します

Q．旅行から帰ってきたら、サウナルームから変なにお
いがしました。異常でしょうか。

A.長期間留守にした場合、バスルームの排水トラップにた
めている水：封水が蒸発し、排水管の臭気がのぼり、サウ
ナルームに悪臭が発生する場合があります。　　　　　　
この場合は、バスルームとサウナルームの排水口に洗面器
１杯の水をそれぞれ静かに流し、バスルームの排水トラッ
プの封水をためて排水管の臭気を抑えてください。

ヘアキャッチャー付

　●排水機能あり
排水穴なし

　●排水機能なし
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照明

器具類を使う ①

　●器具の改造や部品の交換は行わないでください。
　落下、感電、火災などの原因となります。

　●ランプを外したまま、使用しないでください。
　感電、火災などの原因となります。

　●点灯中及び消灯後しばらくは高温になっていま
すので、照明には手を触れないでください。
　やけどの原因となります。

　●照明を長時間見つめないでください。
　目がチラつくことがあります。

　●照明には直接水やお湯を
　かけないでください。
　故障の原因となります。

お願い警告
照明器具にタオルなどを掛けない
過熱して、火災の原因になるおそれがあり

ます。

照明器具のカバー・グローブに荷重を
加えない

グローブが落下してけがをするおそれが

あります。

照明器具のカバー・グローブを外した
り、破損したまま使わない
感電したり、電球が割れてけがをするおそ

れがあります。
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器具類を使う ②

ヒーター

警告
サウナストーンは必ずヒーターメーカー
の指定されたものを使用する
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあ
ります。
サウナストーン仕様：急速加熱・冷却に耐え
うる天然石(輝緑岩)

サウナストーンを積み上げる際や交換時
には必ず電源が「切」の状態で、ヒー
ターが冷めてから行う
感電ややけどの原因になるおそれがあります。

サウナストーンは投げ入れず、ゆっくり
積み上げる
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあ
ります。

　●ご使用になる前に
　使用する前にヒーター
の取扱説明書をよく読
み、運転前にサウナス
トーンを積み上げてく
ださい。

お願い

●サウナストーンなしでヒーターを運転させないでくださ
い。思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあります。
●サウナストーンはヒーター上端まで積み上げ、無理に
押し込まないでください。
●サウナストーンが崩れるほど山積みにしないでください。
●製造段階で発生した異物がヒーターやサウナストー
ンに付着することで、白煙と異臭が発生する場合があ
ります。初めてヒーターを使用する場合は、以下に従っ
て試運転を行ってください。
1.温度設定を最大にし、ヒーターを運転してください。
   (温度設定の方法は15ページを参照ください。)
2.サウナルーム内を30分～1時間温めてください。
　※この間はサウナルーム内にとどまらず、ドアガラス越
　しに異常がないかを随時、確認してください。
3.サウナルームドアを開け、シャワールームまたは脱衣所の
　換気扇をONにし、サウナルーム内を十分に換気してください。
再度ヒーターを運転した際に、白煙や異臭がなければその後、
サウナを入浴いただけます。
白煙や異臭が発生する場合は上記の①～③を繰り返してください。

無理に押し込まない
発熱体が破損する
おそれがあります。

注意
サウナストーンが割れた状態で使用しない
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあ
ります。

サウナストーンをヒーターの側室上に積
み上げない
空気循環が妨げられ、過加熱を引き起こす
おそれがあります。

サウナ
ストーン

積み上げない

ヒーター側室部

発熱体

サウナストーン積上状態（断面図）

器具類を使う ③

　●温度設定ダイヤルを力いっぱい回さない
　サウナルーム内を安全な温度にするためにダイヤル
が途中で止まります。無理に回すと故障の原因にな

るおそれがあります。

お願い

ヒーター

　●本体操作について
　ヒーター本体の左側についているダイヤルを時計回りに回していただき、お好きな時間を選んでください。
　（最大稼働時間：3時間 ※白文字の 1～ 3h）

そのあとに続く1～9hは
タイマー機能となります。

例)2hに設定した場合、
　 2時間後に加熱を
　 開始します

※加熱開始から
　約30分程度で
　ご入浴いただけます。

ヒーター本体の右側についているダイヤルは温度設
定に使用します。時計回りに回していただき、お好み
の温度に設定してください。

サウナストーンの積み方、細かなサウナストーンの混入によりヒーター
本体の熱が外に逃げなくなり、内部が熱くなりすぎると、ヒーター内部
の温度センサーが働き、自動で電源が切れることがあります。
(ご使用中にサウナルームの温度が上がらない、発熱体が30分以上
たっても赤くならない状態になります)
その際は、一度ヒーター本体の左側のダイヤルを反時計回りに回して
電源を切り、ヒーターが十分に冷めたことを確認した後で、サウナ
ストーンの状態を確認し、積み直しをおこなってください。
その後、温度調整ダイヤル横の黒い丸キャップを外して中のリセット
ボタンを尖ったもので押してください。
電源を入れなおし、それでもサウナ室内の温度が上がらないなど異常が
見られた場合には､お買い上げの販売店またはサービス網一覧表の窓口
にご相談ください。 温度調整ダイヤル 丸キャップ

ヒーターの安全装置

　●ヒーターについて
　電気ヒーターは、サウナルームの室温調整のため、自動でON/OFFを行います。
　最大設定の場合、室内中央付近で約 60℃～80℃（ヒーターONOFF繰り返し）の雰囲気温度となります。
　※天井付近で 95℃より高くはなりません。 ※環境温度条件により、変動します。



使
い
方

15

器具類を使う ②

ヒーター

警告
サウナストーンは必ずヒーターメーカー
の指定されたものを使用する
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあ
ります。
サウナストーン仕様：急速加熱・冷却に耐え
うる天然石(輝緑岩)

サウナストーンを積み上げる際や交換時
には必ず電源が「切」の状態で、ヒー
ターが冷めてから行う
感電ややけどの原因になるおそれがあります。

サウナストーンは投げ入れず、ゆっくり
積み上げる
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあ
ります。

　●ご使用になる前に
　使用する前にヒーター
の取扱説明書をよく読
み、運転前にサウナス
トーンを積み上げてく
ださい。

お願い

●サウナストーンなしでヒーターを運転させないでくださ
い。思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあります。
●サウナストーンはヒーター上端まで積み上げ、無理に
押し込まないでください。
●サウナストーンが崩れるほど山積みにしないでください。
●製造段階で発生した異物がヒーターやサウナストー
ンに付着することで、白煙と異臭が発生する場合があ
ります。初めてヒーターを使用する場合は、以下に従っ
て試運転を行ってください。
1.温度設定を最大にし、ヒーターを運転してください。
   (温度設定の方法は15ページを参照ください。)
2.サウナルーム内を30分～1時間温めてください。
　※この間はサウナルーム内にとどまらず、ドアガラス越
　しに異常がないかを随時、確認してください。
3.サウナルームドアを開け、シャワールームまたは脱衣所の
　換気扇をONにし、サウナルーム内を十分に換気してください。
再度ヒーターを運転した際に、白煙や異臭がなければその後、
サウナを入浴いただけます。
白煙や異臭が発生する場合は上記の①～③を繰り返してください。

無理に押し込まない
発熱体が破損する
おそれがあります。

注意
サウナストーンが割れた状態で使用しない
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあ
ります。

サウナストーンをヒーターの側室上に積
み上げない
空気循環が妨げられ、過加熱を引き起こす
おそれがあります。

サウナ
ストーン

積み上げない

ヒーター側室部

発熱体

サウナストーン積上状態（断面図）

器具類を使う ③

　●温度設定ダイヤルを力いっぱい回さない
　サウナルーム内を安全な温度にするためにダイヤル
が途中で止まります。無理に回すと故障の原因にな

るおそれがあります。

お願い

ヒーター

　●本体操作について
　ヒーター本体の左側についているダイヤルを時計回りに回していただき、お好きな時間を選んでください。
　（最大稼働時間：3時間 ※白文字の 1～ 3h）

そのあとに続く1～9hは
タイマー機能となります。

例)2hに設定した場合、
　 2時間後に加熱を
　 開始します

※加熱開始から
　約30分程度で
　ご入浴いただけます。

ヒーター本体の右側についているダイヤルは温度設
定に使用します。時計回りに回していただき、お好み
の温度に設定してください。

サウナストーンの積み方、細かなサウナストーンの混入によりヒーター
本体の熱が外に逃げなくなり、内部が熱くなりすぎると、ヒーター内部
の温度センサーが働き、自動で電源が切れることがあります。
(ご使用中にサウナルームの温度が上がらない、発熱体が30分以上
たっても赤くならない状態になります)
その際は、一度ヒーター本体の左側のダイヤルを反時計回りに回して
電源を切り、ヒーターが十分に冷めたことを確認した後で、サウナ
ストーンの状態を確認し、積み直しをおこなってください。
その後、温度調整ダイヤル横の黒い丸キャップを外して中のリセット
ボタンを尖ったもので押してください。
電源を入れなおし、それでもサウナ室内の温度が上がらないなど異常が
見られた場合には､お買い上げの販売店またはサービス網一覧表の窓口
にご相談ください。 温度調整ダイヤル 丸キャップ

ヒーターの安全装置

　●ヒーターについて
　電気ヒーターは、サウナルームの室温調整のため、自動でON/OFFを行います。
　最大設定の場合、室内中央付近で約 60℃～80℃（ヒーターONOFF繰り返し）の雰囲気温度となります。
　※天井付近で 95℃より高くはなりません。 ※環境温度条件により、変動します。
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ヒーター側室部に水をかけない

ヒーター側室部

器具類を使う ③器具類を使う ④

ヒーター
　●ロウリュについて
　サウナストーンの部分に水をかけてロウリュをお楽しみいただけます。
　1度にかける量はレードルの約 1/4 程度 ( 約 50cc) が適量です。
　(ロウリュに使用された余分な水は、ヒーター本体下部より排出され床排水口内に流れ込みます。
　サウナルームのお手入れ①に従い清掃ください。) 

警告
ヒーター側室部に水を絶対にかけない
故障の原因となります。

ロウリュに使用する水は、家庭用上水道水を使用する
井戸水・地下水・温泉水などは使用しない
故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュはサウナストーンが十分にあたたまってから行う
(少量の水をかけ、蒸発しないようであれば時間を置いてから行う)
故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュを行うと高温の蒸気が発生するため、水は少しずつゆっくりかける
やけどのおそれがあります。

注ぐ水の量は約50ccが適量ですが、少しずつ量を増やしていってください
水が飛びはねるおそれがあるため勢いよくかけず、跳ね返りに気を付けながら
少しずつゆっくりとかける
やけどのおそれがあります。

器具類を使う ③器具類を使う ⑤

ロングベンチ・ステップ
サウナルームで入浴をする際はロングベンチ・ステップをご利用ください。

注意
ロングベンチは1人用と2人用で耐荷重が
異なる
体重が100kgを超える人は使用しない
(1人用ロングベンチ・ステップ耐荷重
100kg、2人用ロングベンチ耐荷重
100kg×2人)
事故や破損の原因になるおそれがあります。

勢いよく座ったり、座面の端に座らない
事故や破損の原因になるおそれがあります。

天板に割れ、ササクレが発生したときは
使用しない
破損部でけがをするおそれがあります。
修理・交換はお買い上げの販売店などに依
頼してください。

お願い
●ステップは床の排水勾配の上に設置するため、ガタツキが多少発生
します。飛び乗ったり、飛び降りたりするなどして転倒することがな
いよう十分ご注意ください。

アドバイス

　

サウナルーム内では床の近くほど温度が低くなり、ドア下の吸排気口から冷気が入り
込み足元が寒く感じることがあります。その場合はロングベンチの上に足を乗せて座
ることで足元も温かく入浴いただけます。

入浴中に発生した汗がロングベンチなどの木部材に付着すると、
シミの原因になるため、タオルを敷いての入浴をおすすめします。

注意 足をのばして壁を押さない
事故や破損の原因になるおそれ
があります。

警告 ヒーター上部や周囲にタオル
を置かない
火災の原因となります。

ステップ

ロングベンチ

1人用ロングベンチ 2人用ロングベンチ
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ヒーター側室部に水をかけない

ヒーター側室部

器具類を使う ③器具類を使う ④

ヒーター
　●ロウリュについて
　サウナストーンの部分に水をかけてロウリュをお楽しみいただけます。
　1度にかける量はレードルの約 1/4 程度 ( 約 50cc) が適量です。
　(ロウリュに使用された余分な水は、ヒーター本体下部より排出され床排水口内に流れ込みます。
　サウナルームのお手入れ①に従い清掃ください。) 

警告
ヒーター側室部に水を絶対にかけない
故障の原因となります。

ロウリュに使用する水は、家庭用上水道水を使用する
井戸水・地下水・温泉水などは使用しない
故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュはサウナストーンが十分にあたたまってから行う
(少量の水をかけ、蒸発しないようであれば時間を置いてから行う)
故障の原因になるおそれがあります。

ロウリュを行うと高温の蒸気が発生するため、水は少しずつゆっくりかける
やけどのおそれがあります。

注ぐ水の量は約50ccが適量ですが、少しずつ量を増やしていってください
水が飛びはねるおそれがあるため勢いよくかけず、跳ね返りに気を付けながら
少しずつゆっくりとかける
やけどのおそれがあります。

器具類を使う ③器具類を使う ⑤

ロングベンチ・ステップ
サウナルームで入浴をする際はロングベンチ・ステップをご利用ください。

注意
ロングベンチは1人用と2人用で耐荷重が
異なる
体重が100kgを超える人は使用しない
(1人用ロングベンチ・ステップ耐荷重
100kg、2人用ロングベンチ耐荷重
100kg×2人)
事故や破損の原因になるおそれがあります。

勢いよく座ったり、座面の端に座らない
事故や破損の原因になるおそれがあります。

天板に割れ、ササクレが発生したときは
使用しない
破損部でけがをするおそれがあります。
修理・交換はお買い上げの販売店などに依
頼してください。

お願い
●ステップは床の排水勾配の上に設置するため、ガタツキが多少発生
します。飛び乗ったり、飛び降りたりするなどして転倒することがな
いよう十分ご注意ください。

アドバイス

　

サウナルーム内では床の近くほど温度が低くなり、ドア下の吸排気口から冷気が入り
込み足元が寒く感じることがあります。その場合はロングベンチの上に足を乗せて座
ることで足元も温かく入浴いただけます。

入浴中に発生した汗がロングベンチなどの木部材に付着すると、
シミの原因になるため、タオルを敷いての入浴をおすすめします。

注意 足をのばして壁を押さない
事故や破損の原因になるおそれ
があります。

警告 ヒーター上部や周囲にタオル
を置かない
火災の原因となります。

ステップ

ロングベンチ

1人用ロングベンチ 2人用ロングベンチ
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器具類を使う ⑥

砂時計 温度計
サウナルームで入浴する際、時間の目安として砂時計
(15分計)をご利用いただけます。

入浴中の室内温度の目安としてご利用いただけます。

注意

硬いものぶつけたり、水をかけない
ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

砂時計の取付け位置を変えない
・ヒーターから離し、高温の熱の影響を受け
にくい場所に設置されています。
・高温が長時間続く場所へ取付けた場合、製品
の変形・ガラス管の破損・砂が落ちにくくな
るなどの不具合を生じるおそれがあります。

本体取付けビスが壁にしっかり固定さ
れているか、定期的に確認する
使用するにつれてビスが緩み、砂時計が落
下してけがをするおそれがあります。

勢いよく回転させない
・回転した砂時計に接触し、けがをするおそ
れがあります。
・固定したビスが緩みやすくなり、砂時計が
落下してけがをするおそれがあります。

時間の誤差により生じる損害・損傷・災
害については責任を負いかねます
・本製品は精密機器ではございません。
・時間は目安としてお使いください。
・砂がガラス管に付着した場合は、砂時計を
軽くたたくと剥がれます。

砂時計のガラス面や表面、上下面は加熱
により熱くなるため触れない
やけどのおそれがあります。
操作する際は側面を持ってください。

注意
表面が熱くなるためヒーター運転中は触
れない
やけどのおそれがあります。

温度計の取付け位置を変えない
適切な温度を示さなくなるおそれがありま
す。

温度の誤差により生じる損害・損傷・災
害については責任を負いかねます
・本製品は精密機器ではございません。
・温度は目安としてお使いください。

側面を持って
操作する

砂が落ち切る
までが15分

砂時計

背面側
正面側

温度計
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ドアを開閉する ①

ご使用にあたってのお願い

ハンドル（引手）に
体重をかけないで

ドアにずっと
寄りかからないで

ドアのハンドルや引手に体重をかけたり、お子
さまがぶら下がったりしないようにしてください。
ドアが外れ、けがをするおそれがあります。

ドアにずっと寄りかからないでください。
ドアの面材が変形したり、割れてけがをするおそれ

があります。

注意
ドアに勢い良く水をかけない
サウナルーム内へ水が入り、機器の故障に
つながり、水漏れのおそれがあります。

ドアのパッキンが切れたり、外れたまま
使わない
水漏れのおそれがあります。

ドアの開閉は
勢いよくしないで

ドアを勢いよく開閉したり無理な力を加えたり
しないでください。
手や足を挟んでけがをしたり、バスルーム外に水や

お湯が出るおそれがあります。

器具類を使う ⑥

砂時計 温度計
サウナルームで入浴する際、時間の目安として砂時計
(15分計)をご利用いただけます。

入浴中の室内温度の目安としてご利用いただけます。

注意

硬いものぶつけたり、水をかけない
ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

砂時計の取付け位置を変えない
・ヒーターから離し、高温の熱の影響を受け
にくい場所に設置されています。
・高温が長時間続く場所へ取付けた場合、製品
の変形・ガラス管の破損・砂が落ちにくくな
るなどの不具合を生じるおそれがあります。

本体取付けビスが壁にしっかり固定さ
れているか、定期的に確認する
使用するにつれてビスが緩み、砂時計が落
下してけがをするおそれがあります。

勢いよく回転させない
・回転した砂時計に接触し、けがをするおそ
れがあります。
・固定したビスが緩みやすくなり、砂時計が
落下してけがをするおそれがあります。

時間の誤差により生じる損害・損傷・災
害については責任を負いかねます
・本製品は精密機器ではございません。
・時間は目安としてお使いください。
・砂がガラス管に付着した場合は、砂時計を
軽くたたくと剥がれます。

砂時計のガラス面や表面、上下面は加熱
により熱くなるため触れない
やけどのおそれがあります。
操作する際は側面を持ってください。

注意
表面が熱くなるためヒーター運転中は触
れない
やけどのおそれがあります。

温度計の取付け位置を変えない
適切な温度を示さなくなるおそれがありま
す。

温度の誤差により生じる損害・損傷・災
害については責任を負いかねます
・本製品は精密機器ではございません。
・温度は目安としてお使いください。

側面を持って
操作する

砂が落ち切る
までが15分

砂時計

背面側
正面側

温度計
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ドアを開閉する ②

外開き戸

サウナルームドアの上部には、開度ストッパーがついています。
ストッパー位置より無理に開けないでください。

詳しくは31ページをご覧ください。

お願い
　●ラッチ上下のねじは均等に同じ方向にまわして
ください。
　上下ねじの回転数がかたよるとラッチが傾き、ドア
開閉ができなくなるおそれがあります。

ラッチ ラッチ

ドア開閉時の注意点

ドアが完全に閉まらず自然に開いてしまったり、閉まりにくいときはドア框のラッチ(ローラー状)の
出入りを調整してください。

ドア開閉の調整

ドライバー

無理に開けない ストッパー

バスルーム内

サウナルーム内

約90°
開閉

このねじは
外さないでください。

このねじは
外さないでください。

ラッチ

出
る

入
る

換気する

換気の心がけ
サウナルームを蒸気のこもったままにしておくと、悪臭やかびなどの発生原因になります。
特にサウナルーム木部材の傷みが早くなることもありますので、換気・乾燥を心がけましょう。

専用説明書の確認
換気扇、換気乾燥機は専用の取扱説明書をご用意して
います。使い方などはそれぞれの取扱説明書をご覧く
ださい。

換気扇、換気乾燥機はこの他のタイプが使用される
場合があります。

使用中の換気は避けて

ドアのガラリから脱衣室の空気が流れ込み寒
く感じることがありますので、使用中の換気
は避けてください。

割り
込み

割り
込み

A．かびは温度、水分、栄養源の３点が揃うと繁殖するので、換
気だけでかびの発生を抑えることはできません。

　かびの栄養源になるバスルームの汚れを取り除いてから、
湿気を防ぐための換気を

することが、かびの発生を

抑えるポイントになり

ます。

　かびが生えない清潔なバ
スルームを保つには、こま

めなお手入れと十分な換

気を心がけましょう。

Q．換気していれば
Q．かびは発生しませんか。

［かびが発生する３大要素］

栄養分
（バスルームの汚れ）

温度
（20～30℃）

湿度
（70％以上）

かび発生!

換気は３時間を目安に

24時間換気に対応していない換気扇で24時間の
換気運転をすると、換気扇のご使用年数が極端に
短くなります。専用の取扱説明書もあわせてお読
みになって、ご使用ください。

不充分な換気はかび
の原因になります。
入浴後、換気扇を３
時間目安に運転して
ください。

注意
使用後はサウナルームドアを開放して
バスルームもしくは脱衣所の換気扇を
ONにしてサウナルーム内を換気する

木部材のかび発生を抑制します。

換気乾燥機
の場合 換気扇の場合

換気
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ドアを開閉する ②

外開き戸

サウナルームドアの上部には、開度ストッパーがついています。
ストッパー位置より無理に開けないでください。

詳しくは31ページをご覧ください。

お願い
　●ラッチ上下のねじは均等に同じ方向にまわして
ください。
　上下ねじの回転数がかたよるとラッチが傾き、ドア
開閉ができなくなるおそれがあります。

ラッチ ラッチ

ドア開閉時の注意点

ドアが完全に閉まらず自然に開いてしまったり、閉まりにくいときはドア框のラッチ(ローラー状)の
出入りを調整してください。

ドア開閉の調整

ドライバー

無理に開けない ストッパー

バスルーム内

サウナルーム内

約90°
開閉

このねじは
外さないでください。

このねじは
外さないでください。

ラッチ

出
る

入
る

換気する

換気の心がけ
サウナルームを蒸気のこもったままにしておくと、悪臭やかびなどの発生原因になります。
特にサウナルーム木部材の傷みが早くなることもありますので、換気・乾燥を心がけましょう。

専用説明書の確認
換気扇、換気乾燥機は専用の取扱説明書をご用意して
います。使い方などはそれぞれの取扱説明書をご覧く
ださい。

換気扇、換気乾燥機はこの他のタイプが使用される
場合があります。

使用中の換気は避けて

ドアのガラリから脱衣室の空気が流れ込み寒
く感じることがありますので、使用中の換気
は避けてください。

割り
込み

割り
込み

A．かびは温度、水分、栄養源の３点が揃うと繁殖するので、換
気だけでかびの発生を抑えることはできません。

　かびの栄養源になるバスルームの汚れを取り除いてから、
湿気を防ぐための換気を

することが、かびの発生を

抑えるポイントになり

ます。

　かびが生えない清潔なバ
スルームを保つには、こま

めなお手入れと十分な換

気を心がけましょう。

Q．換気していれば
Q．かびは発生しませんか。

［かびが発生する３大要素］

栄養分
（バスルームの汚れ）

温度
（20～30℃）

湿度
（70％以上）

かび発生!

換気は３時間を目安に

24時間換気に対応していない換気扇で24時間の
換気運転をすると、換気扇のご使用年数が極端に
短くなります。専用の取扱説明書もあわせてお読
みになって、ご使用ください。

不充分な換気はかび
の原因になります。
入浴後、換気扇を３
時間目安に運転して
ください。

注意
使用後はサウナルームドアを開放して
バスルームもしくは脱衣所の換気扇を
ONにしてサウナルーム内を換気する

木部材のかび発生を抑制します。

換気乾燥機
の場合 換気扇の場合

換気
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快適に使っていただくために

全般

お願い

　●サウナ機器に異常が感じられたり、故障や破損が発生
した場合は直ちに電源を切り、使用を中止してください。
　事故や故障の原因になります。
　●分解、修理、改造をしないでください。
　感電や故障の原因になるおそれがあります。
　●引火物・可燃物・電子機器をサウナルームの近
くに置かない、持ち込まないでください。
　火災・爆発のおそれがあります。

木部材
お願い

　●硬いものでこすったり、ひきずったり、重くて硬
いものを落とさないでください。
　傷がついたり、破損するおそれがあります。
　●木部材についた汗などは硬く絞った柔らかい
布などでやさしく拭取ってください。
　しみ、かびの原因になります。

その他

●部品や器具などが破損したり、不具合で使用で
きなくなった場合はすぐに修理を依頼する。
　そのままにしておくとけがをしたり、元に戻せなく
なるおそれがあります。

お願い

壁・天井・ドア

お願い

　●硬いものでこすったり、たたいたりしないでく
ださい。
　傷が付き破損するおそれがあります。
　●壁、天井への穴あけ、釘打ちなどは絶対にしな
いでください。

　●勢いよく水をかけないでください。
　サウナルーム内に水が浸入するおそれがあります。
水が浸入した場合、乾いた布で拭取ってください。

接続枠・ジョイント接続枠

　●熱湯(60℃)をかけないでください。
　表面が変色したり、傷むおそれがあります。
　●毛染液、染料が付着した場合はすぐに拭取る。
　しみこんで取れなくなるおそれがあります。
　●シャンプーなどの洗浄剤が付着したままにな
らないように拭取ったり、洗い流す。
　液に含まれる成分が部材を傷めるおそれがあります。

お願い

ヒーター

　●ロウリュ時に発生する蒸気、水の飛び跳ねにご
注意ください。
　やけどのおそれがあります。
　●ヒーターは加熱開始から入浴いただけるまで
約30分かかります。余熱中のサウナストーンが
十分にあたたまっていない間はロウリュを行わ
ないでください。
　故障の原因になるおそれがあります。

お願い

床

　●硬いものでこすったり、ひきずったり、重くて硬
いものを落とさないでください。
　傷がついたり、破損するおそれがあります。
●（排水機能ありの場合）サウナルームの排水口は
最低1週間に1回、洗面器1杯の水をゆっくりと
静かに流してください。
　排水管の臭気のぼりを防止します。
●（排水機能なしの場合）サウナルームの排水口に
水が溜まっている時は拭取ってください。
　サウナルームの排水口には排水機能がありません。
水を放置すると死に水となり、異臭の原因になります。

お願い

目地・コーキング・ドアパッキン

　●床、壁、天井などの継目部分にある目地やコー
キング、ドアパッキンを傷つけたり、切ったり、
切れ目から引っ張ったりしないでください。
　水漏れのおそれがあります。
　●入浴後、目地やコーキング、ドアパッキンにか
びなどが生えないよう換気してください。
　お手入れで取れないかびがついた場合は、目地やパッキ
ンの交換またはコーキングの打ち直しが必要になります。

お願い

ドア・接続枠

コーキング部やパッキンにかびが生
えると落ちにくくなります。

　気をつけること　気をつけること

●おもな汚れ
　かび

お手入れのキホン ①
キホン1 部分ごとの汚れを知りましょう。

排水まわり
●おもな汚れ
　髪の毛などのごみ、ぬめり、
　死に水による床の変質・傷み

（排水機能なしの場合）
サウナルームの排水口は排水機能
がありません。ロウリュなどで発生
した水が排水口にたまり、死に水と
なります。

　気をつけること　気をつけること

（排水機能ありの場合）
髪の毛が排水口にたまったままに
しておくと排水しにくくなります。

　気をつけること　気をつけること

壁・天井
●おもな汚れ
　ほこり、かび

　気をつけること　気をつけること サウナルーム天井は洗剤を使用せ
ずに水ぶきしてください。

　気をつけること　気をつけること ヒーター稼働中とその直後は高温
となります。十分に冷めてからお
手入れください。

照 明
●おもな汚れ
　照明カバー・グローブに付くほこり、かび

お手入れの際は、ヒーター・照明の
電源を切り、高温でないことを確認
してから行ってください。

　気をつけること　気をつけること

ヒーター
●おもな汚れ
　ほこり、かび、割れたサウナストーンの飛散

お手入れの際は、ヒーターの電源を
切り、本体が冷めたことを確認して
行ってください。

　気をつけること　気をつけること

サウナストーン交換時は必ず電源が
「切」の状態で、ヒーターが冷めて
から行ってください。

　気をつけること　気をつけること

木部材
●おもな汚れ
　かび、シミ

かび抑制のため使用後はサウナルー
ムドアを開放し、サウナルーム内を換
気してください。

　気をつけること　気をつけること

使用により付着した汗、水気は乾いた
布で拭取ってください。

　気をつけること　気をつけること

注意
サウナルーム内の木部材のお掃除には
洗剤を使用しない
変質・変色・変形のおそれがあります。
お掃除には固く絞った柔らかい布で水拭
きしてください。

お手入れの際はサウナルームの排水口
以外に水をかけない
また、シャワーを使用しない
感電や故障、木部材の変形、変色の原因に
なります。
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快適に使っていただくために

全般

お願い

　●サウナ機器に異常が感じられたり、故障や破損が発生
した場合は直ちに電源を切り、使用を中止してください。
　事故や故障の原因になります。
　●分解、修理、改造をしないでください。
　感電や故障の原因になるおそれがあります。
　●引火物・可燃物・電子機器をサウナルームの近
くに置かない、持ち込まないでください。
　火災・爆発のおそれがあります。

木部材
お願い

　●硬いものでこすったり、ひきずったり、重くて硬
いものを落とさないでください。
　傷がついたり、破損するおそれがあります。
　●木部材についた汗などは硬く絞った柔らかい
布などでやさしく拭取ってください。
　しみ、かびの原因になります。

その他

●部品や器具などが破損したり、不具合で使用で
きなくなった場合はすぐに修理を依頼する。
　そのままにしておくとけがをしたり、元に戻せなく
なるおそれがあります。

お願い

壁・天井・ドア

お願い

　●硬いものでこすったり、たたいたりしないでく
ださい。
　傷が付き破損するおそれがあります。
　●壁、天井への穴あけ、釘打ちなどは絶対にしな
いでください。

　●勢いよく水をかけないでください。
　サウナルーム内に水が浸入するおそれがあります。
水が浸入した場合、乾いた布で拭取ってください。

接続枠・ジョイント接続枠

　●熱湯(60℃)をかけないでください。
　表面が変色したり、傷むおそれがあります。
　●毛染液、染料が付着した場合はすぐに拭取る。
　しみこんで取れなくなるおそれがあります。
　●シャンプーなどの洗浄剤が付着したままにな
らないように拭取ったり、洗い流す。
　液に含まれる成分が部材を傷めるおそれがあります。

お願い

ヒーター

　●ロウリュ時に発生する蒸気、水の飛び跳ねにご
注意ください。
　やけどのおそれがあります。
　●ヒーターは加熱開始から入浴いただけるまで
約30分かかります。余熱中のサウナストーンが
十分にあたたまっていない間はロウリュを行わ
ないでください。
　故障の原因になるおそれがあります。

お願い

床

　●硬いものでこすったり、ひきずったり、重くて硬
いものを落とさないでください。
　傷がついたり、破損するおそれがあります。
●（排水機能ありの場合）サウナルームの排水口は
最低1週間に1回、洗面器1杯の水をゆっくりと
静かに流してください。
　排水管の臭気のぼりを防止します。
●（排水機能なしの場合）サウナルームの排水口に
水が溜まっている時は拭取ってください。
　サウナルームの排水口には排水機能がありません。
水を放置すると死に水となり、異臭の原因になります。

お願い

目地・コーキング・ドアパッキン

　●床、壁、天井などの継目部分にある目地やコー
キング、ドアパッキンを傷つけたり、切ったり、
切れ目から引っ張ったりしないでください。
　水漏れのおそれがあります。
　●入浴後、目地やコーキング、ドアパッキンにか
びなどが生えないよう換気してください。
　お手入れで取れないかびがついた場合は、目地やパッキ
ンの交換またはコーキングの打ち直しが必要になります。

お願い

ドア・接続枠

コーキング部やパッキンにかびが生
えると落ちにくくなります。

　気をつけること　気をつけること

●おもな汚れ
　かび

お手入れのキホン ①
キホン1 部分ごとの汚れを知りましょう。

排水まわり
●おもな汚れ
　髪の毛などのごみ、ぬめり、
　死に水による床の変質・傷み

（排水機能なしの場合）
サウナルームの排水口は排水機能
がありません。ロウリュなどで発生
した水が排水口にたまり、死に水と
なります。

　気をつけること　気をつけること

（排水機能ありの場合）
髪の毛が排水口にたまったままに
しておくと排水しにくくなります。

　気をつけること　気をつけること

壁・天井
●おもな汚れ
　ほこり、かび

　気をつけること　気をつけること サウナルーム天井は洗剤を使用せ
ずに水ぶきしてください。

　気をつけること　気をつけること ヒーター稼働中とその直後は高温
となります。十分に冷めてからお
手入れください。

照 明
●おもな汚れ
　照明カバー・グローブに付くほこり、かび

お手入れの際は、ヒーター・照明の
電源を切り、高温でないことを確認
してから行ってください。

　気をつけること　気をつけること

ヒーター
●おもな汚れ
　ほこり、かび、割れたサウナストーンの飛散

お手入れの際は、ヒーターの電源を
切り、本体が冷めたことを確認して
行ってください。

　気をつけること　気をつけること

サウナストーン交換時は必ず電源が
「切」の状態で、ヒーターが冷めて
から行ってください。

　気をつけること　気をつけること

木部材
●おもな汚れ
　かび、シミ

かび抑制のため使用後はサウナルー
ムドアを開放し、サウナルーム内を換
気してください。

　気をつけること　気をつけること

使用により付着した汗、水気は乾いた
布で拭取ってください。

　気をつけること　気をつけること

注意
サウナルーム内の木部材のお掃除には
洗剤を使用しない
変質・変色・変形のおそれがあります。
お掃除には固く絞った柔らかい布で水拭
きしてください。

お手入れの際はサウナルームの排水口
以外に水をかけない
また、シャワーを使用しない
感電や故障、木部材の変形、変色の原因に
なります。
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お掃除道具
サウナルームの素材にあわないお掃除道具を使うと、表面に傷がついたり、故障の原因になります。
部位ごとに適した道具を揃えてください。

使ってはいけないお掃除機器

　●高圧洗浄機

高圧な水によって部
品がずれて水漏れす
ることがあります。

　●スチーム洗浄機

高温の蒸気によって部品
が変形する事があります。

使ってはいけないお掃除道具

頑固な汚れは、たわしのような硬い毛先のブラシ
類でゴシゴシこすってしまいがちですが、部材の
表面を傷つけてしまうので、使わないでください。
また、洗剤を使わず水だけで汚れを落とす高機能
スポンジ（メラミンフォーム製スポンジ）は、長く使
うと光沢がなくなってしまいますので、使わないよ
うにしてください。

　●ナイロン・
　スチールたわし

　●たわし

　●高機能スポンジ
　（メラミンフォーム製スポンジ）
　●研磨剤入りスポンジ

　●柔らかい布（古タオル）
水栓本体を磨いたり、照明のカバー
(グローブ)や、木部材，機器のリモ
コンパネルを拭いたりするときに使
います。

サウナ

　●柄のついたスポンジ
天井などの手の届かないところの
お手入れに使います。

サウナ

　●割りばし
ドアの下枠にたまった汚れをかき出
したり、とり除くために使います。

サウナ

　●柔らかいスポンジ
いちばんよく使います。台所で使う、裏面
にナイロンたわしがあるものや、研磨剤
が入ったものは使わないでください。

サウナ

…サウナルームで使用いただけるお掃除道具サウナ

お手入れのキホン ②
キホン2 道具は正しく使いましょう。

お手入れのキホン ③
キホン3 お手入れの計画を立てて実践しましょう。

お掃除の秘訣は早め早めの対処から。毎日のお手入れから毎年のお掃除まで、お手入れ計画を
簡単に決めて、キレイなサウナルームが保てるようお手入れを行ってください。

毎
日

　●（排水機能なしの場合）
　●サウナルームの床、排水口にたまった
　水気をふき取ってください。

　●水で濡らして固く絞った柔らかい布で木部材を
ふいてください。

　●ヒーター本体が冷めてから、柔らかい布でふいてくだ
さい。

　●サウナドアを開放し、サウナルーム内を換気してくだ
さい。

週
に
１
度

　●ドアのパッキン
　柔らかい布（タオル）に浴室用中性洗剤を薄めて適量とり、汚れをふき取る。
　●（排水機能ありの場合）
　洗面器1杯の水をゆっくりと静かに流してください。

月
に
１
度

　●天井の表面
　サウナルーム天井は水ぶきする。洗剤は使
用しない。

　●ドアの下枠やドアの排水溝
　ドア枠の下枠（レール）にたまったごみを割りばしに
ティッシュを巻いたものなどで取り除く。

　●サウナストーン
ヒーター本体のブレーカーを切った状態で、サウナ
ストーンを取出し、割れているストーンがあれば捨
て、最後にサウナストーンを戻してください。

年
に
１
度

半年に１度

　●壁付照明のグローブ
　ぬるま湯に浸した柔らかいタオルで汚れをふき取る。
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お掃除道具
サウナルームの素材にあわないお掃除道具を使うと、表面に傷がついたり、故障の原因になります。
部位ごとに適した道具を揃えてください。

使ってはいけないお掃除機器

　●高圧洗浄機

高圧な水によって部
品がずれて水漏れす
ることがあります。

　●スチーム洗浄機

高温の蒸気によって部品
が変形する事があります。

使ってはいけないお掃除道具

頑固な汚れは、たわしのような硬い毛先のブラシ
類でゴシゴシこすってしまいがちですが、部材の
表面を傷つけてしまうので、使わないでください。
また、洗剤を使わず水だけで汚れを落とす高機能
スポンジ（メラミンフォーム製スポンジ）は、長く使
うと光沢がなくなってしまいますので、使わないよ
うにしてください。

　●ナイロン・
　スチールたわし

　●たわし

　●高機能スポンジ
　（メラミンフォーム製スポンジ）
　●研磨剤入りスポンジ

　●柔らかい布（古タオル）
水栓本体を磨いたり、照明のカバー
(グローブ)や、木部材，機器のリモ
コンパネルを拭いたりするときに使
います。

サウナ

　●柄のついたスポンジ
天井などの手の届かないところの
お手入れに使います。

サウナ

　●割りばし
ドアの下枠にたまった汚れをかき出
したり、とり除くために使います。

サウナ

　●柔らかいスポンジ
いちばんよく使います。台所で使う、裏面
にナイロンたわしがあるものや、研磨剤
が入ったものは使わないでください。

サウナ

…サウナルームで使用いただけるお掃除道具サウナ

お手入れのキホン ②
キホン2 道具は正しく使いましょう。

お手入れのキホン ③
キホン3 お手入れの計画を立てて実践しましょう。

お掃除の秘訣は早め早めの対処から。毎日のお手入れから毎年のお掃除まで、お手入れ計画を
簡単に決めて、キレイなサウナルームが保てるようお手入れを行ってください。

毎
日

　●（排水機能なしの場合）
　●サウナルームの床、排水口にたまった
　水気をふき取ってください。

　●水で濡らして固く絞った柔らかい布で木部材を
ふいてください。

　●ヒーター本体が冷めてから、柔らかい布でふいてくだ
さい。

　●サウナドアを開放し、サウナルーム内を換気してくだ
さい。

週
に
１
度

　●ドアのパッキン
　柔らかい布（タオル）に浴室用中性洗剤を薄めて適量とり、汚れをふき取る。
　●（排水機能ありの場合）
　洗面器1杯の水をゆっくりと静かに流してください。

月
に
１
度

　●天井の表面
　サウナルーム天井は水ぶきする。洗剤は使
用しない。

　●ドアの下枠やドアの排水溝
　ドア枠の下枠（レール）にたまったごみを割りばしに
ティッシュを巻いたものなどで取り除く。

　●サウナストーン
ヒーター本体のブレーカーを切った状態で、サウナ
ストーンを取出し、割れているストーンがあれば捨
て、最後にサウナストーンを戻してください。

年
に
１
度

半年に１度

　●壁付照明のグローブ
　ぬるま湯に浸した柔らかいタオルで汚れをふき取る。
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サウナルームのお手入れ ①

排水口・床

毎　　日

床・排水口の水気をふき取ってください。
特に排水口は、水がたまっていないか毎回確認ください。

排水機能なしの場合

排水口フタを外し、
たまった水をふき取る

毎　　日

・床・排水口の水気をふき取っ
てください。
・排水フタを外して、ヘアキャッチャ
ーをまわして外し、たまった髪の
毛などの、ごみを捨ててください。

排水機能ありの場合

お願い

　●

排水フタの表面を傷める
おそれがあります。

排水フタを裏返しに
して床の上に置かな
いでください。

　●

ゆるんで排水口が外れると水漏れの原因となりま
す。

排水口のフランジはまわさないでください。

　●

パッキンを傷めるおそれがあります。

排水口のフランジ周囲を歯ブラシなどでこす
らないでください。

　●

洗剤の原液が付いたまま放っておくと、部材を傷
めます。

洗剤などを使用したあとは、洗面器で水を静
かに流し、十分に洗い流してください。

トン
トン

ごみ箱

ヘアキャッチャー

汚れが目立ったら

そのまま流すと詰まりの原因になります。

　排水口の中の汚れが目立ってきたら、浴室用中性
洗剤を使って汚れを洗い流してください。
　また、排水口内に髪の毛がたまっていた場合は、手
やピンセットなどで取り除いてください。

・排水フタをを外して、ヘアキャッチャーをまわして外し、洗
面器1杯の水を排水口へゆっくりと静かに流してください。

週に１度

ゆっくり静かに
水を流す

洗面器

注意
お手入れの際は、サウナルームの排水口
以外に水をかけない
また、シャワーを使用しない
感電や故障、木部材の変形、変色の原因にな
ります。

● 排水機能ありの場合
サウナルームの排水口にシンナーなど
の溶剤を流さない
排水部分が損傷して、水漏れの原因になる
ことがあります。

サウナルームのお手入れは十分に冷め
てから行う
やけどのおそれがあります。

サウナルームのお手入れ ②

木部材

毎　　日

水で濡らして固く絞った柔らかい布で内装材・木製器
具をふいてください。（余分な水分は拭き取ってくださ
い。）
汗が付着するロングベンチ・ステップ・内装材は念入り
にお手入れください。

注意
お掃除（ふき掃除）は強くこすらない

傷がつくおそれがあります。

硬い素材のスポンジやブラシ類を使
用しない
表面に傷がつく原因になります。

サウナルーム木部材のお掃除には洗
剤を使用しない
変質、変色、変形のおそれがあります。

外開き戸
（内装材・ハンドル）

照明カバー

内装材

ヒーターガード

ロングベンチ

ステップ

天井

柄の長いスポンジや柔らかい布
を水で軽くしめらせ、やさしくこ
すってください。

月に１度
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サウナルームのお手入れ ①

排水口・床

毎　　日

床・排水口の水気をふき取ってください。
特に排水口は、水がたまっていないか毎回確認ください。

排水機能なしの場合

排水口フタを外し、
たまった水をふき取る

毎　　日

・床・排水口の水気をふき取っ
てください。
・排水フタを外して、ヘアキャッチャ
ーをまわして外し、たまった髪の
毛などの、ごみを捨ててください。

排水機能ありの場合

お願い

　●

排水フタの表面を傷める
おそれがあります。

排水フタを裏返しに
して床の上に置かな
いでください。

　●

ゆるんで排水口が外れると水漏れの原因となりま
す。

排水口のフランジはまわさないでください。

　●

パッキンを傷めるおそれがあります。

排水口のフランジ周囲を歯ブラシなどでこす
らないでください。

　●

洗剤の原液が付いたまま放っておくと、部材を傷
めます。

洗剤などを使用したあとは、洗面器で水を静
かに流し、十分に洗い流してください。

トン
トン

ごみ箱

ヘアキャッチャー

汚れが目立ったら

そのまま流すと詰まりの原因になります。

　排水口の中の汚れが目立ってきたら、浴室用中性
洗剤を使って汚れを洗い流してください。
　また、排水口内に髪の毛がたまっていた場合は、手
やピンセットなどで取り除いてください。

・排水フタをを外して、ヘアキャッチャーをまわして外し、洗
面器1杯の水を排水口へゆっくりと静かに流してください。

週に１度

ゆっくり静かに
水を流す

洗面器

注意
お手入れの際は、サウナルームの排水口
以外に水をかけない
また、シャワーを使用しない
感電や故障、木部材の変形、変色の原因にな
ります。

● 排水機能ありの場合
サウナルームの排水口にシンナーなど
の溶剤を流さない
排水部分が損傷して、水漏れの原因になる
ことがあります。

サウナルームのお手入れは十分に冷め
てから行う
やけどのおそれがあります。

サウナルームのお手入れ ②

木部材

毎　　日

水で濡らして固く絞った柔らかい布で内装材・木製器
具をふいてください。（余分な水分は拭き取ってくださ
い。）
汗が付着するロングベンチ・ステップ・内装材は念入り
にお手入れください。

注意
お掃除（ふき掃除）は強くこすらない

傷がつくおそれがあります。

硬い素材のスポンジやブラシ類を使
用しない
表面に傷がつく原因になります。

サウナルーム木部材のお掃除には洗
剤を使用しない
変質、変色、変形のおそれがあります。

外開き戸
（内装材・ハンドル）

照明カバー

内装材

ヒーターガード

ロングベンチ

ステップ

天井

柄の長いスポンジや柔らかい布
を水で軽くしめらせ、やさしくこ
すってください。

月に１度
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ドア（障子）

週に１度

　●アミ入りガラス

付いた汚れは浴室用中性洗剤をつけた柔らかい布
でほこりなどの汚れをふき取ってください。

バスルーム側は水で濡らした柔らかい布でほこりな
どの汚れをふき取ってください。
汚れがひどくて取れない場合は台所用中性洗剤を含
ませてください。

お願い

■アミ入りガラスの面材

　ふきあとが残る場合があります。

●フィルム面（脱衣室側）をふくとき
は必ず一定方向に動かして往復
させないでください。

フィルムを傷める原因となります。

●フィルム面（脱衣室側）にステッカーやシール、吸
盤などを貼ったり、マジックで書いたりしないで
ください。

●フィルム面（脱衣室側）にスポンジやブラシ、
研磨剤などは使用しないでください。
フィルムに傷が付き、フィルム本来の性能を発揮できま
せん。

A．飛散防止用のフィルムは、
蛍光灯や太陽光の反射先
の映り込みの加減で表面
に虹模様が見えることが
あります。汚れではあり
ませんので、そのまま
ご使用ください。

割り
込み

割り
込み Q．アミ入りガラスの面材に虹のよ

うな模様が見えるときがありま
す。汚れがついているのでしょ
うか。

ドアのお手入れ ①

ご使用で不具合を感じた場合

こんなときはすぐに使用をやめて修理をご依頼く
ださい。
　●ドアがスムーズに開閉できない。
　●ドアのハンドルがガタつく。

サウナストーンが割れた状態で使用しない
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあります。

サウナストーンをヒーター側室上に積み上げない
空気循環が妨げられ、過加熱を引き起こすおそ

れがあります。

設置して8～10年経過したヒーターは、お買
い上げの販売店などに点検・交換を相談する
設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても

内部の劣化が進行しています。点検・交換せずに

長時間使い続けると、まれに、発煙、発火、感電な

どに至る恐れがあります。

古いサウナストーンの廃棄方法は必ずお住いの
自治体の分別ルールに従って廃棄してください

ヒーター

ヒーター本体の電源を切り、ヒーターの温度が下がった
ことを確認してから、本体の水気をふき取ってください。

年に１度毎　　日

警告
サウナストーンは必ずヒーターメーカー
の指定されたものを使用する
思わぬ事故や故障の原因になるおそれが
あります。
サウナストーン仕様：急速加熱・冷却に耐え

うる天然石（輝緑岩）

サウナストーンを積み上げる際や交換
時には必ず電源が｢切｣の状態で、ヒー
ターが冷めてから行う
感電ややけどの原因になるおそれがあります。

サウナストーンは使用とともに割れが発生します。
ストーンを取出し、欠けているストーンがあれば新しい
ものに交換してください。

割れているストーンは
交換する

ランプ消灯＝電源OFF

ランプ

ヒーター側室部
サウナストーンを
積み上げない

サウナルームのお手入れ ③
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ドア（障子）

週に１度

　●アミ入りガラス

付いた汚れは浴室用中性洗剤をつけた柔らかい布
でほこりなどの汚れをふき取ってください。

バスルーム側は水で濡らした柔らかい布でほこりな
どの汚れをふき取ってください。
汚れがひどくて取れない場合は台所用中性洗剤を含
ませてください。

お願い

■アミ入りガラスの面材

　ふきあとが残る場合があります。

●フィルム面（脱衣室側）をふくとき
は必ず一定方向に動かして往復
させないでください。

フィルムを傷める原因となります。

●フィルム面（脱衣室側）にステッカーやシール、吸
盤などを貼ったり、マジックで書いたりしないで
ください。

●フィルム面（脱衣室側）にスポンジやブラシ、
研磨剤などは使用しないでください。
フィルムに傷が付き、フィルム本来の性能を発揮できま
せん。

A．飛散防止用のフィルムは、
蛍光灯や太陽光の反射先
の映り込みの加減で表面
に虹模様が見えることが
あります。汚れではあり
ませんので、そのまま
ご使用ください。

割り
込み

割り
込み Q．アミ入りガラスの面材に虹のよ

うな模様が見えるときがありま
す。汚れがついているのでしょ
うか。

ドアのお手入れ ①

ご使用で不具合を感じた場合

こんなときはすぐに使用をやめて修理をご依頼く
ださい。
　●ドアがスムーズに開閉できない。
　●ドアのハンドルがガタつく。

サウナストーンが割れた状態で使用しない
思わぬ事故や故障の原因になるおそれがあります。

サウナストーンをヒーター側室上に積み上げない
空気循環が妨げられ、過加熱を引き起こすおそ

れがあります。

設置して8～10年経過したヒーターは、お買
い上げの販売店などに点検・交換を相談する
設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても

内部の劣化が進行しています。点検・交換せずに

長時間使い続けると、まれに、発煙、発火、感電な

どに至る恐れがあります。

古いサウナストーンの廃棄方法は必ずお住いの
自治体の分別ルールに従って廃棄してください

ヒーター

ヒーター本体の電源を切り、ヒーターの温度が下がった
ことを確認してから、本体の水気をふき取ってください。

年に１度毎　　日

警告
サウナストーンは必ずヒーターメーカー
の指定されたものを使用する
思わぬ事故や故障の原因になるおそれが
あります。
サウナストーン仕様：急速加熱・冷却に耐え

うる天然石（輝緑岩）

サウナストーンを積み上げる際や交換
時には必ず電源が｢切｣の状態で、ヒー
ターが冷めてから行う
感電ややけどの原因になるおそれがあります。

サウナストーンは使用とともに割れが発生します。
ストーンを取出し、欠けているストーンがあれば新しい
ものに交換してください。

割れているストーンは
交換する

ランプ消灯＝電源OFF

ランプ

ヒーター側室部
サウナストーンを
積み上げない

サウナルームのお手入れ ③
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外開き戸(サウナルームドア)には障子とドア枠の間
にガラリ(吸排気口)が設けられています。

ドアのお手入れ ②

パッキンガラリ（換気口）

　ドアの障子またはドア枠についているパッキンは、
洗い場の排水が脱衣室側へ流れないようにするた
めの重要なパーツです。
　浴室用中性洗剤を付けた柔らかい布で汚れをふき
取ってください。
　パッキンは柔らかい部品ですので、傷めないよう汚
れをやさしくふき取ってください。

注意
ドアのパッキンが切れたり外れた
まま使わない

水漏れのおそれがあります。

注意
ドア下にあるガラリ(吸排気口)を
ふさがない

息苦しく感じたり、ヒーターの故障につな
がります。

ドアパッキン

外れ…

傷み…

すり切れ

パッキンに不具合を感じた場合

ドアのパッキンは定期的に交換が必要な消耗品です。
ご使用中に切れたり、外れて元に戻せなかったりと、
不具合を感じた
場合は、お買い
上げの販売店な
どにご相談くだ
さい。

週に１度

お願い

●ドアパッキンのお手入れにタワシや歯ブラシ、
　かび取り剤は使用しないでください。

　表面を傷めるおそれがあります。

●ドアパッキンを傷つけたり、切ったり、取り
　外したりしないでください。

水漏れのおそれがあります。

お願い

障子

ドア枠

ガラリ
(吸排気口)

　●勢いよく水をかけないでください。
　サウナルーム内に水が浸入するおそれがあります。
水が浸入した場合、乾いた布で拭取ってください。

バスルームサウナ
ルーム

ドアのお手入れ ③

開閉具合の調整

●ラッチの調整

●前後調整

ゆるめ過ぎてラッチ受けが外れ
ないよう気をつけてください。

ラッチ受け

ねじをゆるめる

このねじは
外さないでください。

このねじは
外さないでください。

ラッチ

ドアの開閉力調整が必要な場合は、ラッチ付
近のビスをドライバーで回して調整を行っ
てください。

ドアに貼られているラベルも参照してください。

バスルーム側サウナルーム側

ラッチ調整の仕方

　●外開き戸
　ドアが完全に閉まらず自然に開いてしまったり、閉ま
りにくいときは、ドアのラッチ(ローラー状の出っ張
り)とドア枠のラッチ受けの位置を調整してください。

お願い

　●ラッチ上下のねじは均等に同じ方向にまわして
ください。
　上下ねじの回転数がかたよるとラッチが傾き、ドア
開閉ができなくなるおそれがあります。

出
る

入
る

ラッチ ラッチ

ドア枠は髪の毛やほこりのようなごみがたまりやすい部
分です。
ごみや砂が付着した場合は都度取りのぞいてください。
そのまま使用すると、ドア枠を傷めるおそれがあります。
ドア枠のお手入れにはゴム手袋を用意してください。

ドア枠

月に1度

　●ドア枠（各タイプ）

　わりばしにティッシュなどを
巻きつけたものを利用して、
ドア枠の溝にたまった髪の毛
やほこりなどのごみをかき出
し取り除いてください。

注意
ごみや砂がかみ込んだ場合、取り除く

塗膜ハガレの原因になります。
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外開き戸(サウナルームドア)には障子とドア枠の間
にガラリ(吸排気口)が設けられています。

ドアのお手入れ ②

パッキンガラリ（換気口）

　ドアの障子またはドア枠についているパッキンは、
洗い場の排水が脱衣室側へ流れないようにするた
めの重要なパーツです。
　浴室用中性洗剤を付けた柔らかい布で汚れをふき
取ってください。
　パッキンは柔らかい部品ですので、傷めないよう汚
れをやさしくふき取ってください。

注意
ドアのパッキンが切れたり外れた
まま使わない

水漏れのおそれがあります。

注意
ドア下にあるガラリ(吸排気口)を
ふさがない

息苦しく感じたり、ヒーターの故障につな
がります。

ドアパッキン

外れ…

傷み…

すり切れ

パッキンに不具合を感じた場合

ドアのパッキンは定期的に交換が必要な消耗品です。
ご使用中に切れたり、外れて元に戻せなかったりと、
不具合を感じた
場合は、お買い
上げの販売店な
どにご相談くだ
さい。

週に１度

お願い

●ドアパッキンのお手入れにタワシや歯ブラシ、
　かび取り剤は使用しないでください。

　表面を傷めるおそれがあります。

●ドアパッキンを傷つけたり、切ったり、取り
　外したりしないでください。

水漏れのおそれがあります。

お願い

障子

ドア枠

ガラリ
(吸排気口)

　●勢いよく水をかけないでください。
　サウナルーム内に水が浸入するおそれがあります。
水が浸入した場合、乾いた布で拭取ってください。

バスルームサウナ
ルーム

ドアのお手入れ ③

開閉具合の調整

●ラッチの調整

●前後調整

ゆるめ過ぎてラッチ受けが外れ
ないよう気をつけてください。

ラッチ受け

ねじをゆるめる

このねじは
外さないでください。

このねじは
外さないでください。

ラッチ

ドアの開閉力調整が必要な場合は、ラッチ付
近のビスをドライバーで回して調整を行っ
てください。

ドアに貼られているラベルも参照してください。

バスルーム側サウナルーム側

ラッチ調整の仕方

　●外開き戸
　ドアが完全に閉まらず自然に開いてしまったり、閉ま
りにくいときは、ドアのラッチ(ローラー状の出っ張
り)とドア枠のラッチ受けの位置を調整してください。

お願い

　●ラッチ上下のねじは均等に同じ方向にまわして
ください。
　上下ねじの回転数がかたよるとラッチが傾き、ドア
開閉ができなくなるおそれがあります。

出
る

入
る

ラッチ ラッチ

ドア枠は髪の毛やほこりのようなごみがたまりやすい部
分です。
ごみや砂が付着した場合は都度取りのぞいてください。
そのまま使用すると、ドア枠を傷めるおそれがあります。
ドア枠のお手入れにはゴム手袋を用意してください。

ドア枠

月に1度

　●ドア枠（各タイプ）

　わりばしにティッシュなどを
巻きつけたものを利用して、
ドア枠の溝にたまった髪の毛
やほこりなどのごみをかき出
し取り除いてください。

注意
ごみや砂がかみ込んだ場合、取り除く

塗膜ハガレの原因になります。
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照明のお手入れ ①

照明のお手入れについて
照明器具は電気機器ですので、安全のために正しい手順を守ってお手入れを行ってください。

電球は必ず器具に表示してある種類、ワット
（W）数の適合ランプを使用する
異なる種類、ワット（W）数のランプを使用しますと、

過熱によりやけどや器具が変形、変色したり火災

の原因となります。また、器具が変形すると防湿

性能が失われ、漏電の原因となります。

照明器具には寿命があります

設置して 8～10 年経過した照明器具は、お
買い上げの販売店などに点検・交換を相談
する
設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても

内部の劣化が進行しています。点検・交換せずに

長時間使い続けると、まれに、発煙、発火、感電

などに至る恐れがあります。
※使用条件は周囲温度 30℃、1日 10時間点灯、年間

3000時間点灯。周囲温度が高い場合、点灯時間が長

い場合は、寿命が短くなります。

カバー（グローブ）は、定期的に清掃する
グローブに埃などがたまると、グローブに熱がこ

もり、グローブの変質、変色、割れのおそれがあ

ります。

照明器具のお掃除に洗剤は使用しない
変質、変色、変形のおそれがあります。

照明器具のお手入れには、安定した踏み台を
使用する
転倒などによる転倒のおそれがあります。踏み台

の下には敷物をするなどして、床を傷付けないよ

うにしてください。

照明器具のお手入れは電源（スイッチ）
を切ってから行う

警告
感電やけがをするおそれがあります。

　●照明器具の電球には、ばらつきがあるため同じ型
式の商品であっても光色、明るさが異なる場合が
あります。

●点灯しなくなった等の不具合が生じた場合はお買
い上げの販売店などに、修理、交換を依頼してく
ださい。

照明器具は点灯中および消灯後
しばらくは高温になるため
照明器具には手を触れない

警告

やけどのおそれがあります。

照明カバーの取外し方

グローブ・電球の取外し方

壁付照明(サウナルーム)①

半年に１度

　●照明カバー

　サウナルーム室内・照明器具が高温でないことを
確認後、照明カバー，グローブをはずしてください。
汚れは、
　・照明カバー：水で濡らして固く絞った柔らかい布
　・グローブ：ぬるま湯にひたした柔らかい布
　　でふき取ってください。

注意
照明カバー、グローブの取付け、取外しは
必ず両手でしっかりと持って行う

照明カバー、グローブを
落とすと、足などにけがを
するおそれがあります。
また、変形、割れなど破
損する原因になります。

グローブ・電球の取外し方については専用の取扱
説明書をご覧ください。

※照明カバーを取外しする際、天井・照明本体な
どを傷つけないよう注意して作業を行ってくだ
さい。

カバーパッキン5
平座金

（付属）２ヶ
3

器具用
カバー

1
パッキン
（付属）２ヶ

3

取付ネジ
（付属）２本 3 ランプソケット 4ランプ 4

口出線

6
6
.7

2
アース線
(緑色)

2

(別途)

本 体 3
カバー

（ガラス製）
5

天井取付 取付面が壁面パッキン
より小さい場所

補強のない場所

雨のかかる場所 傾斜した場所 据付取付

取説No.NLG86464-TA1

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

施工説明 工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。

安全に関するご注意

注意

警告

品番 NLG86464　NLG86465

各部のなまえと取付方法

業務用サウナ向け器具（防湿型）

●この器具は一般屋内サウナ用照明器具です。120℃以上になる特殊環境には使用しない。
過熱による火災の原因となります。適合温度範囲は５～120℃です。
●施工は施工説明にしたがい、確実に行う。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
●壁面のアウトレットボックス＋器具用カバー（取付ピッチ66.7mm）
　取付専用器具です。 必ず、アウトレットボックス内で結線を行う。
指定以外の取付は絶縁不良による感電の原因となります。
●必ず排水管を設ける。火災・感電の原因となります。
●加熱装置の真上などでは使用しない。火災の原因となります。
●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換をしない。火災・感電・落下の原因となります。
●湿式サウナに取付の時、取付面に凹凸がある場合は、防水シール材等で取付面のすき間を埋める。
　サウナ室内は高温になるため、耐熱性のあるシール材を使用する。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。

●表示された電源電圧（定格電圧±6％）・周波数以外の電源で使用しない。火災・感電の原因となります。
●電気配線は耐熱性を有する電線を使用する。火災・感電の原因となります。
●D種（第３種）接地工事をする。接地が不完全な場合は、火災・感電の原因となります。
●電源線の接続後の絶縁・防水処理（融着テーピング等）は確実に行う。感電・火災の原因となります。
●単線とより線の直接接続（ねじり接続等）はしない。必ず専用工具で圧着すること。火災の原因となります。

●振動のある場所、腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。火災・感電・落下・サビの原因となります。
●温泉で使用される場合は、温泉成分により短期間で器具に不具合が生じる可能性があります。不具合を放置しますと火災・感電の原因となります。
●器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用してください。けがのおそれがあります。

・別売のアウトレットボックス（別売の１個用器具用カバー縦方向取付
　取付ピッチ66.7）を壁面に埋込んでください。
・必ず排水管を設けてください。
この図は一部省略抽象化した
　共通部品図です。（図：NLG86464）
カバー表面はガードコーティング
　加工されています。カバーを、
　コンクリート等の硬い凹凸のある面に
　直接置かないでください。
　カバー表面が傷付きますと、飛散防止
　効果が低下するおそれがあります。

警告
接続、保護が不完全な場合、
感電・火災の原因となります。

器具用カバー

電源線

排水管

アウトレット
ボックス

防水シール材等で
器具外周を埋める

防水シール材等で
すき間を埋める

1 取付前の確認
・器具質量（NLG86464は約1.9kg・NLG86465は約2.3kg）
　に十分耐える様、取付部の強度を確保し、ボックスの施工を
　確認してください。
不備があると落下の原因となります。

3 本体を取付ける
・器具に表示の方向に合わせて、付属の取付ネジ（２本）・平座金（２ヶ）・
　パッキン（２ヶ）にて本体を確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、浸水による感電・落下の原因となります。

・本体と取付面とのすき間がある場合は必ず防水シール材等で埋めてください。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。
4 ランプを取付ける
・同梱のランプをランプソケットに確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、破損・落下の原因となります。

5 カバーを確実に取付ける
・カバーパッキンがカバーの根元まで
　はまっていることを確認する。
・カバーを本体にねじ込み、本体の▲印に
　カバーの▼印がくるまでカバーを右に回す。
取付が不完全な場合火災・感電・落下の原因となります。

※カバーと本体の▲印（ねじ込み位置の目印）は同一品番でも器具により
　異なります。必ず同一梱包のカバーと本体の組み合せで使用してください。

本体の▲印
カバーの▼印

2 電源線・アース線の接続
・ 必ず、アウトレットボックス内で結線してください。
また、電源用配線は、けい素ゴム絶縁ガラス編粗電線やフッ素樹脂

　絶縁電線と同等以上の耐熱電線をご使用ください。
・電源線・器具口出し線・アース線を接続する。
・接続部の絶縁、防水処理（融着テーピング等）を確実に行う。
・D種（第3種）接地工事が必要。
・口出し線の接続は、電気設備技術基準の省令第7条、
　および同解釈第12条にしたがうこと。
・口出し線の線種：フッ素樹脂電線
　口出し線の線径：0.75mm2
　アース線の線径：1.25mm2

保管用

取扱説明書

お手入れ・ランプ交換
・器具の清掃について‥‥ 点灯中や消灯直後は器具が熱くなっています。手を触れたり、冷水をかけたりしないでください。

やけどや器具破損の原因となります。
水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。
シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で拭かないでください。
変色・変質の原因となります。

・ランプ交換について‥‥ ランプ不点の場合、すみやかにランプを交換してください。器具故障の原因となります。
本体表示にしたがって、器具に合った種類、ワット数のパナソニック製ランプをお求めください。

警告

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。
取扱説明 お客様へ、この説明書は必ず保管ください。

安全に関するご注意

注意

保証について
・保証について‥‥‥
・保証書について‥‥
・補修用性能部品‥‥
　　の保有期間

この商品の保証期間は1年間です。ランプ等の消耗品は除きます。詳細は弊社カタログをご参照ください。
保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。
弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、6年間保有しています。
補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

KE0420-010422

注意 （必ず電源を切って行ってください。感電・やけどの原因となります。）

1.カバーをはずす
カバーを左方向に回してはずす。

2.ランプを交換する
取りはずし：ランプソケットから、ランプをはずす
取　付　け：ランプソケットにランプを確実に取付ける

3.カバーを確実に取付ける
・カバーパッキンがカバーの根元まで
　はまっていることを確認する。
・カバーを本体にねじ込み、
　本体の▲印にカバーの▼印がくるまで
　カバーを右に回す。
　取付が不完全な場合火災・感電・落下の
　原因となります。

適合ランプ品　番
NLG86464
NLG86465

定格電圧

AC100V ミニクリプトン電球  110V用　40形（36W）まで
LDS110V36W・E17

●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換をしない。火災・感電・落下の原因となります。
●異常を感じた場合は速やかに電源を切る。火災・感電の原因となります。万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの
　異常状態のままで使用すると、火災・感電の原因となります。速やかに電源を切り、販売店・工事店にご相談ください。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。
●加熱装置の真上などでは使用しない。火災の原因となります。
●高圧洗浄機等による水圧のある水を直接器具にかけない。浸水による感電の原因となります。
●アルカリ系洗剤は使用しない。強度低下による破損の原因となります。

●温泉等で使用される場合は、温泉成分により短期間で不具合の生じる可能性があります。1年に1回は、工事店等の専門家による点検を
　実施していただき、不具合が生じていないか確認してください。不具合を放置すると、絶縁抵抗の低下による感電の原因となることがあります。
●ランプ交換の際には、取扱説明書にしたがって、指定されたランプを使用してください。
　指定以外のランプを使用すると、火災の原因となります。
●照明器具には寿命があります。設置して10年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
　　　※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。
●周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
●1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。3年に1回は工事店等の専門家による点検をお受けください。
　点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。

指定以外のランプを使用しますと、火災の原因となります。警告

カバー表面はガードコーティング加工されています。
カバーを、コンクリート等の硬い凹凸のある面に直接置かないでください。
カバー表面が傷付きますと、飛散防止効果が低下するおそれがあります。 この図は一部省略抽象化した

共通部品図です。（図：NLG86464）ランプ交換 ２

２

取付け

取りはずし

取りはずし１

取付け３

カバーパッキン3

ランプソケット 2

カバー
（ガラス製）

3

ランプ

本 体

本体の▲印

カバーの▼印

取説No.NLG86464-TB1

外し方

取付け方

照明カバーを上に
押上げ、手前に引い
てください。

照明カバーをカバー
受けに引っかけて
ください。

カバー受け

照明カバー
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天井取付 取付面が壁面パッキン
より小さい場所

補強のない場所

雨のかかる場所 傾斜した場所 据付取付

取説No.NLG86464-TA1

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

施工説明 工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。

安全に関するご注意

注意

警告

品番 NLG86464　NLG86465

各部のなまえと取付方法

業務用サウナ向け器具（防湿型）

●この器具は一般屋内サウナ用照明器具です。120℃以上になる特殊環境には使用しない。
過熱による火災の原因となります。適合温度範囲は５～120℃です。

●施工は施工説明にしたがい、確実に行う。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。

●壁面のアウトレットボックス＋器具用カバー（取付ピッチ66.7mm）
　取付専用器具です。 必ず、アウトレットボックス内で結線を行う。
指定以外の取付は絶縁不良による感電の原因となります。
●必ず排水管を設ける。火災・感電の原因となります。
●加熱装置の真上などでは使用しない。火災の原因となります。
●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換をしない。火災・感電・落下の原因となります。
●湿式サウナに取付の時、取付面に凹凸がある場合は、防水シール材等で取付面のすき間を埋める。
　サウナ室内は高温になるため、耐熱性のあるシール材を使用する。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。
●表示された電源電圧（定格電圧±6％）・周波数以外の電源で使用しない。火災・感電の原因となります。
●電気配線は耐熱性を有する電線を使用する。火災・感電の原因となります。
●D種（第３種）接地工事をする。接地が不完全な場合は、火災・感電の原因となります。
●電源線の接続後の絶縁・防水処理（融着テーピング等）は確実に行う。感電・火災の原因となります。
●単線とより線の直接接続（ねじり接続等）はしない。必ず専用工具で圧着すること。火災の原因となります。

●振動のある場所、腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。火災・感電・落下・サビの原因となります。
●温泉で使用される場合は、温泉成分により短期間で器具に不具合が生じる可能性があります。不具合を放置しますと火災・感電の原因となります。
●器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用してください。けがのおそれがあります。

・別売のアウトレットボックス（別売の１個用器具用カバー縦方向取付
　取付ピッチ66.7）を壁面に埋込んでください。
・必ず排水管を設けてください。
この図は一部省略抽象化した

　共通部品図です。（図：NLG86464）
カバー表面はガードコーティング

　加工されています。カバーを、
　コンクリート等の硬い凹凸のある面に
　直接置かないでください。
　カバー表面が傷付きますと、飛散防止
　効果が低下するおそれがあります。

警告
接続、保護が不完全な場合、
感電・火災の原因となります。

器具用カバー

電源線

排水管

アウトレット
ボックス

防水シール材等で
器具外周を埋める

防水シール材等で
すき間を埋める

1 取付前の確認
・器具質量（NLG86464は約1.9kg・NLG86465は約2.3kg）
　に十分耐える様、取付部の強度を確保し、ボックスの施工を
　確認してください。
不備があると落下の原因となります。

3 本体を取付ける
・器具に表示の方向に合わせて、付属の取付ネジ（２本）・平座金（２ヶ）・
　パッキン（２ヶ）にて本体を確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、浸水による感電・落下の原因となります。
・本体と取付面とのすき間がある場合は必ず防水シール材等で埋めてください。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。
4 ランプを取付ける
・同梱のランプをランプソケットに確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、破損・落下の原因となります。

5 カバーを確実に取付ける
・カバーパッキンがカバーの根元まで
　はまっていることを確認する。
・カバーを本体にねじ込み、本体の▲印に
　カバーの▼印がくるまでカバーを右に回す。
取付が不完全な場合火災・感電・落下の原因となります。
※カバーと本体の▲印（ねじ込み位置の目印）は同一品番でも器具により
　異なります。必ず同一梱包のカバーと本体の組み合せで使用してください。

本体の▲印
カバーの▼印

2 電源線・アース線の接続
・ 必ず、アウトレットボックス内で結線してください。
また、電源用配線は、けい素ゴム絶縁ガラス編粗電線やフッ素樹脂
　絶縁電線と同等以上の耐熱電線をご使用ください。
・電源線・器具口出し線・アース線を接続する。
・接続部の絶縁、防水処理（融着テーピング等）を確実に行う。
・D種（第3種）接地工事が必要。
・口出し線の接続は、電気設備技術基準の省令第7条、
　および同解釈第12条にしたがうこと。
・口出し線の線種：フッ素樹脂電線
　口出し線の線径：0.75mm2
　アース線の線径：1.25mm2

保管用

取扱説明書

専用取扱説明書の確認
サウナルーム照明には専用の
取扱説明書をご用意していま
すので、あわせてご覧ください。

壁付照明(サウナルーム)②
　●電球の交換
　電球の交換が必要になったときは必ず指定してい
る電球に交換してください。

警告
電球は必ず器具に表示してある種類、
ワット(W)数の適合ランプを使用する

異なる種類、ワット(W)数のランプを使用す
ると、過熱によりやけどや器具が変形、
変色したり火災の原因になります。

メーカー 定格電圧 適合ランプ

Panasonic AC100V
ミニ電球 110V用
40形(36W)まで
LDS110V36W・W・2

照明のお手入れ ②



お
手
入
れ
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照明のお手入れ ①

照明のお手入れについて
照明器具は電気機器ですので、安全のために正しい手順を守ってお手入れを行ってください。

電球は必ず器具に表示してある種類、ワット
（W）数の適合ランプを使用する
異なる種類、ワット（W）数のランプを使用しますと、

過熱によりやけどや器具が変形、変色したり火災

の原因となります。また、器具が変形すると防湿

性能が失われ、漏電の原因となります。

照明器具には寿命があります

設置して 8～10 年経過した照明器具は、お
買い上げの販売店などに点検・交換を相談
する
設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても

内部の劣化が進行しています。点検・交換せずに

長時間使い続けると、まれに、発煙、発火、感電

などに至る恐れがあります。
※使用条件は周囲温度 30℃、1日 10時間点灯、年間

3000時間点灯。周囲温度が高い場合、点灯時間が長

い場合は、寿命が短くなります。

カバー（グローブ）は、定期的に清掃する
グローブに埃などがたまると、グローブに熱がこ

もり、グローブの変質、変色、割れのおそれがあ

ります。

照明器具のお掃除に洗剤は使用しない
変質、変色、変形のおそれがあります。

照明器具のお手入れには、安定した踏み台を
使用する
転倒などによる転倒のおそれがあります。踏み台

の下には敷物をするなどして、床を傷付けないよ

うにしてください。

照明器具のお手入れは電源（スイッチ）
を切ってから行う

警告
感電やけがをするおそれがあります。

　●照明器具の電球には、ばらつきがあるため同じ型
式の商品であっても光色、明るさが異なる場合が
あります。

●点灯しなくなった等の不具合が生じた場合はお買
い上げの販売店などに、修理、交換を依頼してく
ださい。

照明器具は点灯中および消灯後
しばらくは高温になるため
照明器具には手を触れない

警告

やけどのおそれがあります。

照明カバーの取外し方

グローブ・電球の取外し方

壁付照明(サウナルーム)①

半年に１度

　●照明カバー

　サウナルーム室内・照明器具が高温でないことを
確認後、照明カバー，グローブをはずしてください。
汚れは、
　・照明カバー：水で濡らして固く絞った柔らかい布
　・グローブ：ぬるま湯にひたした柔らかい布
　　でふき取ってください。

注意
照明カバー、グローブの取付け、取外しは
必ず両手でしっかりと持って行う

照明カバー、グローブを
落とすと、足などにけがを
するおそれがあります。
また、変形、割れなど破
損する原因になります。

グローブ・電球の取外し方については専用の取扱
説明書をご覧ください。

※照明カバーを取外しする際、天井・照明本体な
どを傷つけないよう注意して作業を行ってくだ
さい。
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取説No.NLG86464-TA1

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

施工説明 工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。

安全に関するご注意

注意

警告

品番 NLG86464　NLG86465

各部のなまえと取付方法

業務用サウナ向け器具（防湿型）

●この器具は一般屋内サウナ用照明器具です。120℃以上になる特殊環境には使用しない。
過熱による火災の原因となります。適合温度範囲は５～120℃です。

●施工は施工説明にしたがい、確実に行う。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
●壁面のアウトレットボックス＋器具用カバー（取付ピッチ66.7mm）
　取付専用器具です。 必ず、アウトレットボックス内で結線を行う。
指定以外の取付は絶縁不良による感電の原因となります。
●必ず排水管を設ける。火災・感電の原因となります。
●加熱装置の真上などでは使用しない。火災の原因となります。
●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換をしない。火災・感電・落下の原因となります。
●湿式サウナに取付の時、取付面に凹凸がある場合は、防水シール材等で取付面のすき間を埋める。
　サウナ室内は高温になるため、耐熱性のあるシール材を使用する。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。

●表示された電源電圧（定格電圧±6％）・周波数以外の電源で使用しない。火災・感電の原因となります。
●電気配線は耐熱性を有する電線を使用する。火災・感電の原因となります。
●D種（第３種）接地工事をする。接地が不完全な場合は、火災・感電の原因となります。
●電源線の接続後の絶縁・防水処理（融着テーピング等）は確実に行う。感電・火災の原因となります。
●単線とより線の直接接続（ねじり接続等）はしない。必ず専用工具で圧着すること。火災の原因となります。

●振動のある場所、腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。火災・感電・落下・サビの原因となります。
●温泉で使用される場合は、温泉成分により短期間で器具に不具合が生じる可能性があります。不具合を放置しますと火災・感電の原因となります。
●器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用してください。けがのおそれがあります。

・別売のアウトレットボックス（別売の１個用器具用カバー縦方向取付
　取付ピッチ66.7）を壁面に埋込んでください。
・必ず排水管を設けてください。
この図は一部省略抽象化した
　共通部品図です。（図：NLG86464）
カバー表面はガードコーティング
　加工されています。カバーを、
　コンクリート等の硬い凹凸のある面に
　直接置かないでください。
　カバー表面が傷付きますと、飛散防止
　効果が低下するおそれがあります。

警告
接続、保護が不完全な場合、
感電・火災の原因となります。

器具用カバー

電源線

排水管

アウトレット
ボックス

防水シール材等で
器具外周を埋める

防水シール材等で
すき間を埋める

1 取付前の確認
・器具質量（NLG86464は約1.9kg・NLG86465は約2.3kg）
　に十分耐える様、取付部の強度を確保し、ボックスの施工を
　確認してください。
不備があると落下の原因となります。

3 本体を取付ける
・器具に表示の方向に合わせて、付属の取付ネジ（２本）・平座金（２ヶ）・
　パッキン（２ヶ）にて本体を確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、浸水による感電・落下の原因となります。

・本体と取付面とのすき間がある場合は必ず防水シール材等で埋めてください。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。
4 ランプを取付ける
・同梱のランプをランプソケットに確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、破損・落下の原因となります。

5 カバーを確実に取付ける
・カバーパッキンがカバーの根元まで
　はまっていることを確認する。
・カバーを本体にねじ込み、本体の▲印に
　カバーの▼印がくるまでカバーを右に回す。
取付が不完全な場合火災・感電・落下の原因となります。

※カバーと本体の▲印（ねじ込み位置の目印）は同一品番でも器具により
　異なります。必ず同一梱包のカバーと本体の組み合せで使用してください。

本体の▲印
カバーの▼印

2 電源線・アース線の接続
・ 必ず、アウトレットボックス内で結線してください。
また、電源用配線は、けい素ゴム絶縁ガラス編粗電線やフッ素樹脂

　絶縁電線と同等以上の耐熱電線をご使用ください。
・電源線・器具口出し線・アース線を接続する。
・接続部の絶縁、防水処理（融着テーピング等）を確実に行う。
・D種（第3種）接地工事が必要。
・口出し線の接続は、電気設備技術基準の省令第7条、
　および同解釈第12条にしたがうこと。
・口出し線の線種：フッ素樹脂電線
　口出し線の線径：0.75mm2
　アース線の線径：1.25mm2

保管用

取扱説明書

お手入れ・ランプ交換
・器具の清掃について‥‥ 点灯中や消灯直後は器具が熱くなっています。手を触れたり、冷水をかけたりしないでください。

やけどや器具破損の原因となります。
水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。
シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で拭かないでください。
変色・変質の原因となります。

・ランプ交換について‥‥ ランプ不点の場合、すみやかにランプを交換してください。器具故障の原因となります。
本体表示にしたがって、器具に合った種類、ワット数のパナソニック製ランプをお求めください。

警告

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。
取扱説明 お客様へ、この説明書は必ず保管ください。

安全に関するご注意

注意

保証について
・保証について‥‥‥
・保証書について‥‥
・補修用性能部品‥‥
　　の保有期間

この商品の保証期間は1年間です。ランプ等の消耗品は除きます。詳細は弊社カタログをご参照ください。
保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。
弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、6年間保有しています。
補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

KE0420-010422

注意 （必ず電源を切って行ってください。感電・やけどの原因となります。）

1.カバーをはずす
カバーを左方向に回してはずす。

2.ランプを交換する
取りはずし：ランプソケットから、ランプをはずす
取　付　け：ランプソケットにランプを確実に取付ける

3.カバーを確実に取付ける
・カバーパッキンがカバーの根元まで
　はまっていることを確認する。
・カバーを本体にねじ込み、
　本体の▲印にカバーの▼印がくるまで
　カバーを右に回す。
　取付が不完全な場合火災・感電・落下の
　原因となります。

適合ランプ品　番
NLG86464
NLG86465

定格電圧

AC100V ミニクリプトン電球  110V用　40形（36W）まで
LDS110V36W・E17

●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換をしない。火災・感電・落下の原因となります。
●異常を感じた場合は速やかに電源を切る。火災・感電の原因となります。万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの
　異常状態のままで使用すると、火災・感電の原因となります。速やかに電源を切り、販売店・工事店にご相談ください。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。
●加熱装置の真上などでは使用しない。火災の原因となります。
●高圧洗浄機等による水圧のある水を直接器具にかけない。浸水による感電の原因となります。
●アルカリ系洗剤は使用しない。強度低下による破損の原因となります。

●温泉等で使用される場合は、温泉成分により短期間で不具合の生じる可能性があります。1年に1回は、工事店等の専門家による点検を
　実施していただき、不具合が生じていないか確認してください。不具合を放置すると、絶縁抵抗の低下による感電の原因となることがあります。
●ランプ交換の際には、取扱説明書にしたがって、指定されたランプを使用してください。
　指定以外のランプを使用すると、火災の原因となります。
●照明器具には寿命があります。設置して10年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
　　　※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。
●周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
●1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。3年に1回は工事店等の専門家による点検をお受けください。
　点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。

指定以外のランプを使用しますと、火災の原因となります。警告

カバー表面はガードコーティング加工されています。
カバーを、コンクリート等の硬い凹凸のある面に直接置かないでください。
カバー表面が傷付きますと、飛散防止効果が低下するおそれがあります。 この図は一部省略抽象化した

共通部品図です。（図：NLG86464）ランプ交換 ２

２

取付け

取りはずし

取りはずし１

取付け３

カバーパッキン3

ランプソケット 2

カバー
（ガラス製）

3

ランプ

本 体

本体の▲印

カバーの▼印

取説No.NLG86464-TB1

外し方

取付け方

照明カバーを上に
押上げ、手前に引い
てください。

照明カバーをカバー
受けに引っかけて
ください。

カバー受け

照明カバー

カバーパッキン5
平座金

（付属）２ヶ
3

器具用
カバー

1
パッキン
（付属）２ヶ

3

取付ネジ
（付属）２本 3 ランプソケット 4ランプ 4

口出線

6
6
.7

2
アース線
(緑色)

2

(別途)

本 体 3
カバー

（ガラス製）
5

天井取付 取付面が壁面パッキン
より小さい場所

補強のない場所

雨のかかる場所 傾斜した場所 据付取付

取説No.NLG86464-TA1

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

施工説明 工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。

安全に関するご注意

注意

警告

品番 NLG86464　NLG86465

各部のなまえと取付方法

業務用サウナ向け器具（防湿型）

●この器具は一般屋内サウナ用照明器具です。120℃以上になる特殊環境には使用しない。
過熱による火災の原因となります。適合温度範囲は５～120℃です。

●施工は施工説明にしたがい、確実に行う。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
●壁面のアウトレットボックス＋器具用カバー（取付ピッチ66.7mm）
　取付専用器具です。 必ず、アウトレットボックス内で結線を行う。
指定以外の取付は絶縁不良による感電の原因となります。

●必ず排水管を設ける。火災・感電の原因となります。
●加熱装置の真上などでは使用しない。火災の原因となります。
●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換をしない。火災・感電・落下の原因となります。
●湿式サウナに取付の時、取付面に凹凸がある場合は、防水シール材等で取付面のすき間を埋める。
　サウナ室内は高温になるため、耐熱性のあるシール材を使用する。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。
●表示された電源電圧（定格電圧±6％）・周波数以外の電源で使用しない。火災・感電の原因となります。
●電気配線は耐熱性を有する電線を使用する。火災・感電の原因となります。
●D種（第３種）接地工事をする。接地が不完全な場合は、火災・感電の原因となります。
●電源線の接続後の絶縁・防水処理（融着テーピング等）は確実に行う。感電・火災の原因となります。
●単線とより線の直接接続（ねじり接続等）はしない。必ず専用工具で圧着すること。火災の原因となります。

●振動のある場所、腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。火災・感電・落下・サビの原因となります。
●温泉で使用される場合は、温泉成分により短期間で器具に不具合が生じる可能性があります。不具合を放置しますと火災・感電の原因となります。
●器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用してください。けがのおそれがあります。

・別売のアウトレットボックス（別売の１個用器具用カバー縦方向取付
　取付ピッチ66.7）を壁面に埋込んでください。
・必ず排水管を設けてください。
この図は一部省略抽象化した

　共通部品図です。（図：NLG86464）
カバー表面はガードコーティング

　加工されています。カバーを、
　コンクリート等の硬い凹凸のある面に
　直接置かないでください。
　カバー表面が傷付きますと、飛散防止
　効果が低下するおそれがあります。

警告
接続、保護が不完全な場合、
感電・火災の原因となります。

器具用カバー

電源線

排水管

アウトレット
ボックス

防水シール材等で
器具外周を埋める

防水シール材等で
すき間を埋める

1 取付前の確認
・器具質量（NLG86464は約1.9kg・NLG86465は約2.3kg）
　に十分耐える様、取付部の強度を確保し、ボックスの施工を
　確認してください。
不備があると落下の原因となります。

3 本体を取付ける
・器具に表示の方向に合わせて、付属の取付ネジ（２本）・平座金（２ヶ）・
　パッキン（２ヶ）にて本体を確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、浸水による感電・落下の原因となります。

・本体と取付面とのすき間がある場合は必ず防水シール材等で埋めてください。
防水が不完全な場合、浸水による火災・感電の原因となります。
4 ランプを取付ける
・同梱のランプをランプソケットに確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、破損・落下の原因となります。

5 カバーを確実に取付ける
・カバーパッキンがカバーの根元まで
　はまっていることを確認する。
・カバーを本体にねじ込み、本体の▲印に
　カバーの▼印がくるまでカバーを右に回す。
取付が不完全な場合火災・感電・落下の原因となります。

※カバーと本体の▲印（ねじ込み位置の目印）は同一品番でも器具により
　異なります。必ず同一梱包のカバーと本体の組み合せで使用してください。

本体の▲印
カバーの▼印

2 電源線・アース線の接続
・ 必ず、アウトレットボックス内で結線してください。
また、電源用配線は、けい素ゴム絶縁ガラス編粗電線やフッ素樹脂

　絶縁電線と同等以上の耐熱電線をご使用ください。
・電源線・器具口出し線・アース線を接続する。
・接続部の絶縁、防水処理（融着テーピング等）を確実に行う。
・D種（第3種）接地工事が必要。
・口出し線の接続は、電気設備技術基準の省令第7条、
　および同解釈第12条にしたがうこと。
・口出し線の線種：フッ素樹脂電線
　口出し線の線径：0.75mm2
　アース線の線径：1.25mm2

保管用

取扱説明書

専用取扱説明書の確認
サウナルーム照明には専用の
取扱説明書をご用意していま
すので、あわせてご覧ください。

壁付照明(サウナルーム)②
　●電球の交換
　電球の交換が必要になったときは必ず指定してい
る電球に交換してください。

警告
電球は必ず器具に表示してある種類、
ワット(W)数の適合ランプを使用する

異なる種類、ワット(W)数のランプを使用す
ると、過熱によりやけどや器具が変形、
変色したり火災の原因になります。

メーカー 定格電圧 適合ランプ

Panasonic AC100V
ミニ電球 110V用
40形(36W)まで
LDS110V36W・W・2

照明のお手入れ ②
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照明器具
□ カバー、グローブがない
□ カバーのひび割れ、ガタツキ、ソケット部の焦げ
 　（けがのおそれ/火災の原因）

天井 ✔
□ つなぎ部分の目地材の外れ・切れ
 　（浴室外への蒸気や水漏れによる家財への影響）

排水口 ✔
□ 水たまり
 　（床の変質/悪臭の原因）
□ ゆるみ・ひび割れ・ガタツキ
 　（サウナルーム外への水漏れによる家財への影響）
□ パッキンの切れ・はがれ
 　（悪臭の原因）

木部材
□ 割れ・ササクレ・ガタツキ
 　（けがのおそれ）
□ ビスのゆるみ、飛び出し
 　（けが/やけどの原因）

一般的な浴室ユニットの点検とメンテナンスを記載しています。
定期的なお手入れ、点検、部品の交換をしていただくことで、より長く、安心、快適に商品をご使用いただけます。
※✔印の部品には、コーキング部、目地、パッキン類があります。

5年定期的な部品交換や調整

コーキング部・目地・パッキン類
※対象部品：上記✔印

交換

●ご使用の環境により5年以内であっても切れが生じる場合　  　があります。
　切れた状態でご使用を継続すると､水漏れの原因になりま　  　すので、状況に応じて交換する必要があります。

日々のお手入れ
サウナストーン交換※2

電球交換※1

動きの調整※2、部品・部材、損傷確認

このスケジュールは、部品交換や調整、本体交換時期のおおよその目安としてご活用ください。

なお、製品に不具合が生じた場合は、早めに対応してください。

定
　
　
期
　
　
点
　
　
検

年
に
１
回
は
「
お
客
様
ご
自
身
」
で
点
検
を

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

維
持
・
管
理
の
目
安
に

点検とメンテナンス

ヒーター

照明器具

ドア

※イラストはイメージ図です。

その他器具
□ ガタツキ・割れ
 　（けがのおそれ）

ドア ✔
□ 引手のガタツキ・ロックの動き不良
□ ドア開閉時のかたさ・おもさ
 　(開閉不能による浴室内への閉じ込め、
 　ドア外れのおそれ）
□ パッキンの傷み・切れ・外れ
 　（脱衣室側への漫水による床材劣化）
□ 面材の割れ ・ 外れ
 　（けがのおそれ／脱衣室側への水漏れによる家財への影響）

ヒーター
□ 異音などの異常
□ サウナストーンの割れ
 　（事故・火災のおそれ）

□ ダイヤルの動き不良
□ 内部発熱体
 　（火災のおそれ）

床 ✔
□ コーキング部の切れ・はがれ
 　（浴室外への水漏れによる家財への影響）
□ つなぎ部分の目地材の外れ・切れ
 　（浴室外への水漏れによる家財への影響）
□ 床のひび割れ
 　（けがのおそれ/浴室外への水漏れによる家財への影響）

不員合（下記のような事象）があったときは
取扱説明書裏面表記の相談窓口へご連絡ください。

浴
室
の
お
取
り
換
え
を
ご
検
討

10年 15～20年

交換 交換

●ご使用の環境により5年以内であっても切れが生じる場合　  　があります。
　切れた状態でご使用を継続すると､水漏れの原因になりま　  　すので、状況に応じて交換する必要があります。

本体交換

電球交換※1、本体交換

部品交換または、障子交換、部品・部材の補修等

電球交換※1

動きの調整※2、部品・部材、損傷確認

※1 照明電球はお客様ご自身で交換が可能です。

※2 この項目は、お客様ご自身で交換、調整が可能です。部品の購入は取扱説明書裏面に記載の相談窓口までご連絡ください。

バ
ス
ル
ー
ム
の
お
取
り
換
え
を
ご
検
討

気持ちよく使うために
みんなで点検しよう！

サウナルーム
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照明器具
□ カバー、グローブがない
□ カバーのひび割れ、ガタツキ、ソケット部の焦げ
 　（けがのおそれ/火災の原因）

天井 ✔
□ つなぎ部分の目地材の外れ・切れ
 　（浴室外への蒸気や水漏れによる家財への影響）

排水口 ✔
□ 水たまり
 　（床の変質/悪臭の原因）
□ ゆるみ・ひび割れ・ガタツキ
 　（サウナルーム外への水漏れによる家財への影響）
□ パッキンの切れ・はがれ
 　（悪臭の原因）

木部材
□ 割れ・ササクレ・ガタツキ
 　（けがのおそれ）
□ ビスのゆるみ、飛び出し
 　（けが/やけどの原因）

一般的な浴室ユニットの点検とメンテナンスを記載しています。
定期的なお手入れ、点検、部品の交換をしていただくことで、より長く、安心、快適に商品をご使用いただけます。
※✔印の部品には、コーキング部、目地、パッキン類があります。

5年定期的な部品交換や調整

コーキング部・目地・パッキン類
※対象部品：上記✔印

交換

●ご使用の環境により5年以内であっても切れが生じる場合　  　があります。
　切れた状態でご使用を継続すると､水漏れの原因になりま　  　すので、状況に応じて交換する必要があります。

日々のお手入れ
サウナストーン交換※2

電球交換※1

動きの調整※2、部品・部材、損傷確認

このスケジュールは、部品交換や調整、本体交換時期のおおよその目安としてご活用ください。

なお、製品に不具合が生じた場合は、早めに対応してください。

定
　
　
期
　
　
点
　
　
検

年
に
１
回
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「
お
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様
ご
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」
で
点
検
を

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ケ
ジ
ュ
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ル

維
持
・
管
理
の
目
安
に

点検とメンテナンス

ヒーター

照明器具

ドア

※イラストはイメージ図です。

その他器具
□ ガタツキ・割れ
 　（けがのおそれ）

ドア ✔
□ 引手のガタツキ・ロックの動き不良
□ ドア開閉時のかたさ・おもさ
 　(開閉不能による浴室内への閉じ込め、
 　ドア外れのおそれ）
□ パッキンの傷み・切れ・外れ
 　（脱衣室側への漫水による床材劣化）
□ 面材の割れ ・ 外れ
 　（けがのおそれ／脱衣室側への水漏れによる家財への影響）

ヒーター
□ 異音などの異常
□ サウナストーンの割れ
 　（事故・火災のおそれ）

□ ダイヤルの動き不良
□ 内部発熱体
 　（火災のおそれ）

床 ✔
□ コーキング部の切れ・はがれ
 　（浴室外への水漏れによる家財への影響）
□ つなぎ部分の目地材の外れ・切れ
 　（浴室外への水漏れによる家財への影響）
□ 床のひび割れ
 　（けがのおそれ/浴室外への水漏れによる家財への影響）

不員合（下記のような事象）があったときは
取扱説明書裏面表記の相談窓口へご連絡ください。

浴
室
の
お
取
り
換
え
を
ご
検
討

10年 15～20年

交換 交換

●ご使用の環境により5年以内であっても切れが生じる場合　  　があります。
　切れた状態でご使用を継続すると､水漏れの原因になりま　  　すので、状況に応じて交換する必要があります。

本体交換

電球交換※1、本体交換

部品交換または、障子交換、部品・部材の補修等

電球交換※1

動きの調整※2、部品・部材、損傷確認

※1 照明電球はお客様ご自身で交換が可能です。

※2 この項目は、お客様ご自身で交換、調整が可能です。部品の購入は取扱説明書裏面に記載の相談窓口までご連絡ください。

バ
ス
ル
ー
ム
の
お
取
り
換
え
を
ご
検
討

気持ちよく使うために
みんなで点検しよう！

サウナルーム



困
っ
た
と
き
は

36

「あれ？」と思ったら ①

現　　象 原　　因 処　　置

商品に異常を感じたときは、次の点をお調べください。
また、水栓、換気扇など、専用の取扱説明書がある機
器はそちらもあわせてお調べください。

ドア下ガラリより外気が流入して
寒く感じることがあります。

異常ではありません。ロングベンチ上で足を伸
ばしてご入浴ください。
　　　17ページ

●サウナルームで入
浴中寒く感じる。

● タイマー機能を使用していませんか？ 連続運転時間は3時間までとなります。
また、余熱には30分程度かかります
　　　15ページ。

サウナルーム内の
温度が上がらない。

本体内部温度が過加温となっています。
サウナストーンの積み方、細かなサウナ
ストーンの混入が原因と考えられます。
運転を止め、ヒーターが冷めてから内部
を確認してください。それでも直らない
場合はお買い上げの販売店またはサー
ビス網一覧表の窓口にご相談ください。
　　　40ページ

ヒーター内部の安全装置が作動している
ことが考えられます。

異常ではありません。そのままご使用く
ださい。
　　　15ページ

最大設定の場合、室内中央付近で約60℃
～80℃の雰囲気温度となります。

本体内部温度が過加熱となっています。
サウナストーンの積み方、細かなサウナ
ストーンの混入が原因と考えられます。
運転を止め、ヒーターが冷めてから内部
を確認してください。それでも直らない
場合はお買い上げの販売店またはサー
ビス網一覧表の窓口にご相談ください。
　　　40ページ

ブレーカーがOFFとなっていませんか？ ブレーカーがONの状態でもヒーターの
電源が入らない場合、ケーブルの断線・本
体の故障が考えられます。お買い上げの
販売店またはサービス網一覧表の窓口
にご相談ください。
　　　40ページ

ヒーター内部の安全装置が作動している
ことが考えられます。

ケーブルの断線・本体の故障が考えられ
ます。お買い上げの販売店またはサービ
ス網一覧表の窓口にご相談ください。
　　　40ページ

ヒーター内部の絶縁故障が考えられます。

ヒーターの電源が
入らない。

「あれ？」と思ったら ②
現　　象 原　　因 処　　置

電源(スイッチ)を切って、電球を締めなお
してください。
　　　32～33ページ

電球がゆるんでいませんか？

照明が点灯しない。 電球切れではありませんか。 電源（スイッチ）を切って、照明に指示し
てある新品の電球に交換してください。
　　　32～33ページ

● シャワールーム、サウナルームの換気
とお手入れは十分ですか。

使用後はサウナルームドアを開放して
シャワールームもしくは脱衣所の換気
扇を運転させ、バスルーム内を換気し
てください。
　　　23ページ

シリコン、目地、木部
材にかびが生える。

排水口に水がたまっていないか確認し、
ふき取ってください。
　　　26ページ

排水口に水がたまっている可能性があり
ます。

※ヒーターにてその他異常を感じた際は、直ちに使用を止めお買い上げの
販売店またはサービス網一覧の窓口までご相談ください。

● ヒーターを初めて運転する際にサウナ
ストーンに付着した異物などで異臭が
することがあります。

数回使用しても異臭がする場合は故障
など他の原因が考えられます。直ちに
使用を止め、お買い上げの販売店また
はサービス網一覧表の窓口にご相談く
ださい。
　　　40ページ

サウナルーム内か
ら異臭がする。

ラッチが正しい位置に納まるようラッチ
受の位置を調整してください。
　　　20ページ

●サウナのドアが自然
に開く。または、ド
アが閉まりにくい。

ドアのラッチ（掛け金）がドア枠のラッ
チ受に正しい位置に納まっていない場
合があります。

● 水密性を保つためのパッキンと障子の
擦れ音がする場合があります。

異常ではありません。
そのままご使用ください。

開閉時に音がする。

● 気密性が高いので、換気設備の性能によっ
ては、風切り音が発生する場合があります。

異常ではありません。
ドアをゆっくり開閉してください。

開閉時に風切り音
がする。

● 内装材は天然木を使用しているため、色や仕
上がりに違いがあります。また、長期使用にお
いて変色したり寸法変化する場合があります。

異常ではありません。
そのままご使用ください。

サウナルームの内装
材の色がバラバラ。

● サウナルームの室温調整のため、ヒー
ターは自動でON/OFFを行います。

異常ではありません。
そのままご使用ください。
　　　15ページ

ヒーターがON/OFF
を繰り返す。

● 排水口にごみがたまっていませんか。排水口の水の流れ
が悪い。

排水口のごみを取り除き、捨ててくださ
い。（排水口の中には捨てないでください。）
　　　26ページ

● 排水口の形状の特性上、中に水が残る場
合があります。

排水口にうっすら
水が残る

異常ではありません。
そのままご使用ください。
　　　26ページ
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「あれ？」と思ったら ①

現　　象 原　　因 処　　置

商品に異常を感じたときは、次の点をお調べください。
また、水栓、換気扇など、専用の取扱説明書がある機
器はそちらもあわせてお調べください。

ドア下ガラリより外気が流入して
寒く感じることがあります。

異常ではありません。ロングベンチ上で足を伸
ばしてご入浴ください。
　　　17ページ

●サウナルームで入
浴中寒く感じる。

● タイマー機能を使用していませんか？ 連続運転時間は3時間までとなります。
また、余熱には30分程度かかります
　　　15ページ。

サウナルーム内の
温度が上がらない。

本体内部温度が過加温となっています。
サウナストーンの積み方、細かなサウナ
ストーンの混入が原因と考えられます。
運転を止め、ヒーターが冷めてから内部
を確認してください。それでも直らない
場合はお買い上げの販売店またはサー
ビス網一覧表の窓口にご相談ください。
　　　40ページ

ヒーター内部の安全装置が作動している
ことが考えられます。

異常ではありません。そのままご使用く
ださい。
　　　15ページ

最大設定の場合、室内中央付近で約60℃
～80℃の雰囲気温度となります。

本体内部温度が過加熱となっています。
サウナストーンの積み方、細かなサウナ
ストーンの混入が原因と考えられます。
運転を止め、ヒーターが冷めてから内部
を確認してください。それでも直らない
場合はお買い上げの販売店またはサー
ビス網一覧表の窓口にご相談ください。
　　　40ページ

ブレーカーがOFFとなっていませんか？ ブレーカーがONの状態でもヒーターの
電源が入らない場合、ケーブルの断線・本
体の故障が考えられます。お買い上げの
販売店またはサービス網一覧表の窓口
にご相談ください。
　　　40ページ

ヒーター内部の安全装置が作動している
ことが考えられます。

ケーブルの断線・本体の故障が考えられ
ます。お買い上げの販売店またはサービ
ス網一覧表の窓口にご相談ください。
　　　40ページ

ヒーター内部の絶縁故障が考えられます。

ヒーターの電源が
入らない。

「あれ？」と思ったら ②
現　　象 原　　因 処　　置

電源(スイッチ)を切って、電球を締めなお
してください。
　　　32～33ページ

電球がゆるんでいませんか？

照明が点灯しない。 電球切れではありませんか。 電源（スイッチ）を切って、照明に指示し
てある新品の電球に交換してください。
　　　32～33ページ

● シャワールーム、サウナルームの換気
とお手入れは十分ですか。

使用後はサウナルームドアを開放して
シャワールームもしくは脱衣所の換気
扇を運転させ、バスルーム内を換気し
てください。
　　　23ページ

シリコン、目地、木部
材にかびが生える。

排水口に水がたまっていないか確認し、
ふき取ってください。
　　　26ページ

排水口に水がたまっている可能性があり
ます。

※ヒーターにてその他異常を感じた際は、直ちに使用を止めお買い上げの
販売店またはサービス網一覧の窓口までご相談ください。

● ヒーターを初めて運転する際にサウナ
ストーンに付着した異物などで異臭が
することがあります。

数回使用しても異臭がする場合は故障
など他の原因が考えられます。直ちに
使用を止め、お買い上げの販売店また
はサービス網一覧表の窓口にご相談く
ださい。
　　　40ページ

サウナルーム内か
ら異臭がする。

ラッチが正しい位置に納まるようラッチ
受の位置を調整してください。
　　　20ページ

●サウナのドアが自然
に開く。または、ド
アが閉まりにくい。

ドアのラッチ（掛け金）がドア枠のラッ
チ受に正しい位置に納まっていない場
合があります。

● 水密性を保つためのパッキンと障子の
擦れ音がする場合があります。

異常ではありません。
そのままご使用ください。

開閉時に音がする。

● 気密性が高いので、換気設備の性能によっ
ては、風切り音が発生する場合があります。

異常ではありません。
ドアをゆっくり開閉してください。

開閉時に風切り音
がする。

● 内装材は天然木を使用しているため、色や仕
上がりに違いがあります。また、長期使用にお
いて変色したり寸法変化する場合があります。

異常ではありません。
そのままご使用ください。

サウナルームの内装
材の色がバラバラ。

● サウナルームの室温調整のため、ヒー
ターは自動でON/OFFを行います。

異常ではありません。
そのままご使用ください。
　　　15ページ

ヒーターがON/OFF
を繰り返す。

● 排水口にごみがたまっていませんか。排水口の水の流れ
が悪い。

排水口のごみを取り除き、捨ててくださ
い。（排水口の中には捨てないでください。）
　　　26ページ

● 排水口の形状の特性上、中に水が残る場
合があります。

排水口にうっすら
水が残る

異常ではありません。
そのままご使用ください。
　　　26ページ
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●お客様ご相談窓口のご案内
窓口　全般

●商品のお問い合わせ・修理のご依頼は、電話混雑時には繋がりにくいため、弊社ホームページ www.housetec.co.jp お客様サポート
の「よくあるご質問」「商品のお問い合わせ」「修理のご依頼」のweb画面からのご利用をおすすめいたします。
●補修部品のご購入は弊社ホームページでご案内のショップをご利用下さい。メールでのお問い合わせも受付しております。

お電話でのお問い合わせは下記にて承っています。

群馬県高崎市栄町1-1　ヤマダホールディングス本社11階内　〒370-0841　Tel. 027-395-0410

アフターサービスを依頼するときは
　●アフターサービスを依頼するときは次のことをお知ら
せください。
　　【1】商品の「メーカー型式」
　　【2】不具合の状態（できるだけ詳しく）
　　【3】住所・氏名・電話番号

商品の「メーカー型式」はドア上側に貼り付けられてい
ます。

器具の追加や変更について
　●器具を新しく追加したり、位置を変更するときは、お求
めの販売店または、別添のサービス網一覧表の窓口ま
で相談ください。また、サウナルーム内の器具追加、位
置変更はできません。

有償点検のおすすめ
　●長く快適に使っていただくため、ご使用に不具合がなく
ても、有償ですが点検を受けていただくことをおすすめ
します。（お使い始めてから2年以降）
　また、以下の場合も有償の点検をおすすめします。
　・温泉地域や海岸付近など特に腐食がおきやすい地域
でご使用されている場合。

　・別荘地・転勤などで、長期間ご使用されない場合。
　●点検については、お買い上げの販売店または別紙に記
載のサービス網一覧表の窓口にご相談ください。

　●点検料金は、点検料（技術料）＋出張料＋部品代（交換し
た場合）となります。

アフターサービスを依頼する前に
　●商品に不具合を感じたときは“「あれ？」と思ったら ”を見てもう一度確認してください。
　それでも不具合が直らない場合は、自分で修理しないで、
お買い上げの販売店またはサービス網一覧表の窓口に
ご相談ください。

　●電化製品は、それぞれの製造元によるサービスで対応いたします。

ご相談の際はお手もとに保証書をご用意ください。

アフタ－サービスについて

ご使用中に不具合を感じたときは、お買上げの販売店
またはサービス網一覧表の窓口までご相談ください。こんな部品は定期的に交換です。

交換の目安は、パッキンや目地材など消耗部品でご使用開始から3～5年、ドア、照明器具など器具部品で5～10年です。
ただし、お客様のご使用状況により大きく異なります。また、保証期間ではありません。

保証と保証期間について
　●この取扱説明書には保証書（別紙）が付いています。
　記載内容をご確認いただき大切に保管してください。
　●保証期間中は、保証書の記載内容に基づき無料修理い
たします。保証期間は、保証書に明記してあります。

　●保証期間中でも有償になることがありますので、保証
書の記載内容をご覧ください。

　●保証期間を過ぎている場合、修理によって機能が維持
できる場合には、ご要望により有償にて修理をいたし
ます。ただし、補修用性能部品の保有期間を経過してい
た場合は、修理できない場合があります。
　※修理料金：部品代＋技術料＋出張料
　●お客様による改造・仕様変更での不具合・事故に関し
ましては、保証対象外、及びPSEマーク無効となります。

改造による事故が発生した場合、改造を行なった者が
法的責任を問われる可能性があります。

サウナルーム廃棄についてのお願い

サウナルームの廃棄部材が不法投棄等されていた場合、
廃棄の依頼者が法律違反で罰せられます。

　●このサウナルームを廃棄される場合には、必ず公的な
許可を受けている処理業者様にご依頼ください。

商品のお問い合わせは（お客様相談窓口）

●受付時間   9：00～17：00(12：00～13：00を除く)
土・日・祝祭日と年末年始・夏期休暇など弊社の休日は休
ませていただきます。

販売・施工など業者様

0570-071-761（有料）

個人のお客様

0120-801-761
※携帯電話の場合 0570-001-761（有料）

修理のご用命は

●受付時間　365日　24時間
（修理訪問は日中、地域により休日あり）

販売・施工など業者様

0570-022-471（有料）

個人のお客様

0120-102-471
※携帯電話の場合 0570-002-471（有料）

補修部品のご購入は（代引き販売窓口）

●受付時間   9：00～17：00(12：00～13：00を除く)
土・日・祝祭日と年末年始・夏期休暇など弊社の休日は休
ませていただきます。

販売・施工など業者様

0570-022-350（有料）

個人のお客様

0120-455-621
※携帯電話の場合 0570-002-621（有料）

ヒーター本体に関するお問い合わせは

●受付時間   月～金曜日  9：00～17：00(土日祝休み)
　※年末年始・大型連休・夏期休業など臨時休業あり

株式会社オストコーポレーション

TEL.045-475-0800
FAX.045-475-0826

2W00005446 2025.7

●パッキン類 ●照明器具の
　電球

照明器具の電球・サウナストーン

はお客様で交換をお願いします。

●目地・コーキング ●照明器具

●サウナストーン


